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土
屋
太
鳳
さ
ん
ら
が
市
役
所
を
訪
問

　

9
月
11
日
（
木
）、
能
登
を

舞
台
と
し
た
平
成
27
年
度
前
期

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
の

制
作
開
始
に
先
立
ち
、
制
作
統

括
の
高
橋
練れ
ん

さ
ん
、
本
作
の
主

人
公
「
津
村
希ま
れ

」
を
演
じ
る
、

女
優
の
土
屋
太た

お鳳
さ
ん
ら
が
輪

島
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

梶
市
長
ら
と
の
懇
談
に
先
立

ち
、
土
屋
さ
ん
の
名
前
に
ち
な

み
、
鳳
凰
を
あ
し
ら
っ
た
輪
島

塗
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
、
市
長
自

ら
が
記
し
た
「
津
村
希
」「
土

屋
太
鳳
」
の
名
札
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
後
に
は
記
者
会
見
が
行

わ
れ
、
土
屋
さ
ん
が
「
ま
れ
」

と
能
登
へ
の
想
い
を
語
り
ま
し

た
。

　

撮
影
は
一
部
が
す
で
に
開
始

さ
れ
て
お
り
、
今
月
12
日
に
は

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し

て
輪
島
大
祭
の
再
現
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ま
れ
」
と
共

に
輪
島
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
土
屋
太
鳳
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　
「
輪
島
は
自
然
が
凄
く
素
敵

で
、
色
も
鮮
や
か
で
、
出
会
う

方
々
も
優
し
く
、
暖
か
く
て
感

動
し
ま
し
た
。
ま
れ
ち
ゃ
ん
も

こ
う
い
う
風
に
き
れ
い
な
景
色

を
観
な
が
ら
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
く
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

能
登
の
明
る
さ
や
元
気
さ
、

人
情
を
、
ま
れ
ち
ゃ
ん
と
し
て

生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
川

県
か
ら
全
国
に
届
け
る
、
元
気

で
明
る
い
朝
日
の
よ
う
な
作
品

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
毎
日
少
し
ず
つ
一

緒
に
歩
ん
で
い
け
る
ヒ
ロ
イ
ン

と
し
て
、
し
っ
か
り
輪
島
市
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

平
成
27
年
度
前
期
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
い
よ
い
よ
撮
影
開
始
！

市役所を訪れた一行。左からプロデューサーの長谷さん、NHK 金沢放送局長の山元さん、
主人公役の土屋さん、制作統括の高橋さん。

「津村希」の名札を手にする土屋さん
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輪島 ・白米千枚田

あぜのきらめき
10/18 ～ 3/15

10/18（土）オープニングイベント開催
17:30
18:00
18:10

18:40
19:00
19:05

開会セレモニー
LED チューブ点灯式
日本テレビ「ZIP!」でおなじみ
渡邊ヒロアキ ライブ
御陣乗太鼓
きらめき花火～灯りでつなぐ 希望の光～
ステージイベント終了

★ 10/18 限定運行バス
発着場所 駐車場 ボランティア

専用（無料）
一般客用シャトル※
行き始発 帰り最終

マリンタウン観光交流施設前 590 台 15:00

16:00 20:30
道の駅ふらっと訪夢 60 台 15:00
名舟漁港 150 台 15:15
ふるさと体験実習館 100 台 15:10
南志見公民館 60 台 15:10
※千枚田行きシャトルバスをご利用の方には運営協力金（200 円）を
　お願いしております。（帰りは無料です）

★ 10/19 以降は路線バスをご利用ください　※路線バスは年末年始も運行します。

行き 輪島駅前 馬場町 塚田 寝豚 白米
（千枚田） 帰り 白米

（千枚田） 寝豚 塚田 馬場町 輪島駅前

路線（平日） 16:50 16:52 16:54 16:58 17:10 路線（平日） 17:09 17:21 17:25 17:27 17:29
増便①（土日祝） 17:20 17:22 17:24 17:28 17:40 増便①（土日祝） 17:50 18:02 18:06 18:08 18:10
路線（平日） 17:50 17:52 17:54 17:58 18:10 路線（平日） 18:34 18:46 18:50 18:52 18:54
増便②（土日祝） 18:20 18:22 18:24 18:28 18:40 増便②（土日祝） 19:00 19:12 19:16 19:18 19:20
路線（平日） 19:15 19:17 19:19 19:23 19:36 増便③（土日祝） 20:00 20:12 20:14 20:16 20:20

10 月 19 日から 3 月 15 日までお得な往復割引乗車券を販売します。
通常運賃大人 960 円（小人 480 円）が

⇒大人 500 円（小人 250 円）に！　※往復分購入に限る

割引乗車券は輪島市観光協会（ふらっと訪夢内）・北鉄奥能登バス輪島旅行センターにてお買い求めください。

問市観光課　☎２３－１１４６
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249

ＪＢＣＦ（全日本実業団自転車競技連盟）

Ｊプロツアー第 18 戦　輪島ロードレース

禅の里
ロードレース

　

国
内
最
高
峰
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
Ｊ
プ
ロ
ツ
ア
ー
」。
第
18
戦
「
輪
島
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
（
通
称
：
禅
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
も
終
盤
を
迎
え
、
選
手
の
年
間
順

位
を
左
右
す
る
重
要
な
一
戦
で
す
の
で
、
沿

道
か
ら
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

開
催
日
時

　

10
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

内
容

　

11
日
（
土
）　

15
時
30
分
～

　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
開
会
式
、
交
流
会

　

12
日
（
日
）　

8
時
～

　
　

レ
ー
ス
開
始

開
催
場
所

　

門
前
町
特
設
コ
ー
ス
、
輪
島
市
営
駐
車
場

実
施
ク
ラ
ス

　

P1
・
E1
・
E2
・
E3
・
F
・
ラ
ン
バ
イ
ク

※
レ
ー
ス
開
催
中
、
安
全
確
保
の
た
め
左
図

の
と
お
り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
禅
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
門
地
域
振
興
課
内
）

☎
（
42
）
１
１
１
１

　

能
登
の
里
山
里
海
で
と
れ
た
農
林
水
産
物

の
販
売
や
体
験
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
め
じ

ろ
押
し
！

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
時　

10
月
26
日
（
日
）
小
雨
決
行

　
　
　

9
時
～
14
時

場
所　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
特
設
会
場

　
　
　

※
入
場
無
料

☆
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
予
定
）

　

○
地
元
の
特
産
品
・
農
林
水
産
物
の
販
売
、

　
　

飲
食

　

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
　

式
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
）

　

○
豪
華
景
品
が
あ
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

　

○
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

☆
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
が
決
定
‼

最
優
秀
賞

　

戸
前
愛
理
さ
ん
（
大
屋
小
5
年
）

優
秀
賞　

平
田
一
葉
さ
ん（
河
原
田
小
1
年
）

優
秀
賞　

志
田
心
湖
さ
ん
（
鳳
至
小
2
年
）

優
秀
賞　

水
谷
匠
太
さ
ん
（
大
屋
小
4
年
）

優
秀
賞　

小
田
原
羽
海
さ
ん（
輪
島
中
2
年
）

　

ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
当
日

に
会
場
内
で
展
示
す
る
ほ
か
、
次
の
会
場
で

も
展
示
し
ま
す
。

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ミ
イ

　

10
月
1
日
（
水
）
～
7
日
（
火
）

○
ワ
イ
プ
ラ
ザ
輪
島
店

　

10
月
17
日
（
金
）
～
23
日
（
木
）

問
わ
じ
ま
里
山
里
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
農
林
水
産
課
内
）

☎
（
23
）
１
１
４
１

 わじま
　里山里海
　　 まつり

第 3回

戸前さんの作品



5

参加者募集！ 参加無料・バス送迎付

　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対
する国民的理解を深めるため、毎年春季に天皇皇后両陛
下ご臨席のもと開催される国土緑化運動の中心的行事で
す。
　石川県では、昭和 58 年に河北郡津幡町で開催して以
来、32 年ぶり 2 回目の開催となります。幅広くご参加
いただくため、大会の参加者を募集します。この機会に
全国植樹祭に参加して、健全な森林の育成について一緒
に考えてみませんか？各市町ごとの集合地から会場ま
で、バス送迎にてご参加いただきます。

＜第 66 回全国植樹祭の概要＞
開催日　　平成 27 年 5 月 17 日（日）　
式典行事　10:10 ～ 12:20　式典の前後に記念植樹
会　場　　式典会場：木場潟公園中央園地（小松市）
　　　　　植樹会場：木場潟公園、憩いの森（小松市）
行事内容　記念式典、アトラクション、参加者記念植樹
　　　　　おもてなし広場（特産品の販売、森林・林業
　　　　　関係の展示等）
参加特典　石川県産食材を盛り込んだ「全国植樹祭公式
　　　　　弁当」および「大会記念品」を進呈
大会ホームページ
　http://www.pref.ishikawa.jp/shinrin/syokuzyu/
　「植樹祭　いしかわ」で検索！
※会場・時間等は予定で、変更になる場合があります。

募集期間
　　11 月 20 日（木）まで消印有効
応募資格
　　石川県内にお住まいで、平成 27 年 4 月 1 日現在満
　6 歳以上の方。
　※ 18 歳未満の方は成人と一緒にご応募ください。
募集人数
　　約 3,000 人（応募者多数の場合は抽選）
応募方法
　　専用の「参加応募用紙」に必要事項を記入して、郵
　送、ファクシミリまたは持参にて応募してください。
　また、大会ホームページからインターネット（電子申
　請）により応募することや、「参加応募用紙」をダウ
　ンロードすることができます。
　※詳しくは「応募ガイド」または大会ホームページを
　ご覧ください。（「参加応募用紙」「応募ガイド」は市
　農林水産課等で配布しています。
お申し込み・お問い合わせ先
　　第 66 回全国植樹祭石川県実行委員会事務局
　　（石川県農林水産部全国植樹祭推進室内）
　　〒 920-8580 金沢市鞍月 1-1　石川県庁 14 階　
　　☎ 076-225-1673　FAX 076-225-1619

今年も制作決定！！

輪島観光
オリジナル年賀ハガキ

　輪島市では現在、お年玉付き年賀ハガキに世界農業遺
産「西保・間垣の里」の風景をあしらった、輪島観光を
元気にするオリジナル年賀ハガキを作成しています。
　全国のお知り合い、お取引先への新年のご挨拶にぜひ
ご利用ください。

＜はがき詳細＞
価格　1 枚 52 円
仕様　無地（インクジェット用ではありません）

＜予約受付期間＞
　10 月 1 日（水）～ 27 日（月）
　※先着順、予定数 1 万枚に達し次第受付終了

＜お申し込み方法＞
　観光課までお電話にてお申し込みください。

＜代金のお支払い・ハガキ引き渡し方法＞
①市内の方
　市観光課（本庁 4 階）、門地域振興課、各支所・出張
　所で代金と引き換えにお渡しします。
②市外の方
　輪島市まで引換えに来られない市外の方で郵送をご希
　望の方は、事前にご予約の上、ご希望枚数× 52 円分
　の郵便小為替を観光課までお送りください。なお、郵
　便小為替をお送りいただく際の送料は、申込者の負担
　でお願いいたします。

＜お問い合わせ・申し込み先＞
　〒 928-8525　輪島市二ツ屋町 2 字 29 番地
　輪島市役所観光課　☎ 0768-23-1146

予約受付開始
10月 1日（水）

販売開始
10月30日（木）
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こどもの医療費助成が
変わります。
　平成 26 年 11 月診療分から、これまでの「輪島市乳幼児及び児童医療費助成事業」に
変わり、「こどもの医療費助成事業」として、助成方法なども変わります。

①市内の医療機関等での現物給付方式の導入 ⇒ 窓口負担なし

② 1 カ月あたり 1,000 円の自己負担額を廃止します。

受給対象者（輪島市に住所がある出生から中学校修了前までの方を養育している方）には、
「輪島市こどもの医療費受給資格者証」を交付します。

● 交付を受けるためには、交付申請書を提出していただく必要があります。
　（平成 26 年 10 月末までに対象となっている方については、新たに申請する必要はありません。）
● 輪島市内の医療機関等を受診する際には、健康保険証と併せて提示してください。
● 氏名、住所など受給資格者証の内容に変更が生じた場合は、届出が必要です。
● 輪島市外に住所を変更する場合は、受給資格者証を市に返還してください。

次に該当する場合は「こどもの医療費」助成の対象となりません。
● 健康保険がきかない場合
● 入院したときの食事療養費
● 他の公費負担医療制度の適用を受ける場合
● 交通事故等第三者行為による診療の場合
● 学校や保育所での負傷や疾病など、独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付の対象となる場合

～ お子さんの健康状態を見守り、適切な受診を心がけましょう ～

　近年、軽い症状でも休日や夜間に病院を受診する方が増えています。休日や夜間の受診は、割増料金が加算
され、高い医療費を支払うこととなります。また、窓口が混み合うことにより、緊急性の高い重症者の治療に
支障をきたすことが心配されます。本当に必要な方が安心して受診できるよう適正な受診にご協力ください。

問市福祉課　☎２３－１１６１

・輪島市内の医療機関等
・まるおかクリニック（穴水町）
・穴水あおば薬局（穴水町）

上記医療機関等に、「健康保険証」
と「こどもの医療費受給資格者証」
を提示して受診した場合

窓口負担なし
（現物給付）

・輪島市外の医療機関等に受診した場合
・こどもの医療費受給資格者証を提示しなかった場合
・他の公費の適用を受け一部負担金がある場合

窓口負担あり
（償還払い）

いったん
窓口負担 助成申請 口座振込
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　防災に対する知識と意識の高揚につなげるため防災総合訓練を次のとおり実施します。
　訓練に際し、市内全域の屋外および宅内スピーカーで緊急地震速報と大津波警報の訓練放送を実施します。また、
緊急速報メール（エリアメール等）の配信も行われますので、実際の災害とお間違えのないように注意してくださ
い。なお、訓練放送やメールを利用し各地区で訓練の実施をお願いします。

日　時　10 月 19 日（日）　8:00 ～ 12:00
主会場　大屋小学校グラウンド（現地災害対策本部設置訓練、救助訓練、炊き出し訓練等）
副会場　○輪島市役所（災害対策本部設置運営訓練）
　　　　○門前総合支所・町野支所・各出張所（災害時地区対応訓練、避難所設置・運営訓練）
　　　　○大屋小学校体育館（避難所設置・運営訓練、安否情報システム訓練）
　　　　○デイひなたぼっこ（福祉避難所設置・運営訓練）
　　　　○わじまミドリ保育園（妊産婦・乳幼児福祉避難所設置・運営訓練）
　　　　○輪島市文化会館（災害ボランティアセンター設置準備室設置・運営訓練）
　　　　○市立輪島病院（災害時対応訓練・救助訓練）
主な訓練内容
　○消防防災ヘリによる災害情報収集および広報活動
　○避難訓練（災害時要援護者、地区住民等）
　○避難所運営訓練（大屋地区区長・自主防災組織・防災士等）
　○初期消火・救出・救護訓練
　○炊き出し・非常食による食事の配給（生活協同組合コープいしかわによる災害時応援訓練）
　○ NPO 法人石川県救助犬協会連合会による要救助者捜索訓練
屋外スピーカー等による放送内容
　【8:00 頃】緊急地震速報
　　開始チャイム「こちらは輪島市役所です。ただいまから訓練放送を行います。」
　　緊急地震速報チャイム「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」→「これは訓練放送です。」→「こちらは
　　輪島市役所です。これで訓練放送を終わります。」→終了チャイム

　【8:03 頃】大津波警報
　　開始チャイム→「こちらは輪島市役所です。ただいまから訓練放送を行います。」
　　消防サイレン→「大津波警報が発表されました。海岸付近の方は高台に避難してください。」→「これは訓練
　　放送です。」→「こちらは輪島市役所です。これで訓練放送を終わります。」→終了チャイム

　【緊急速報メールによる文面内容】
　　「輪島市防災総合訓練　こちらは輪島市役所です。本日、大屋地区で午前 8 時から正午まで輪島市防災総合訓
　練を実施しています。このメールは緊急速報メールを利用し、広報訓練として配信したものです。なお、本メー
　ルの情報料・通信料は無料です。（石川県輪島市）」

【予告】　　　平成 26 年 度原子力防災訓練
　この訓練は、防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲の目安が 30㎞に拡大したことを踏まえ、国が中
心となって 30㎞圏内の市町および 30㎞圏外の一部の市町の参加を得て、修正した地域防災計画および避難
計画要綱に基づいた訓練を実施し、計画の実効性を検証するものです。本市においても、訓練放送及び緊急
速報メール（エリアメール等）の配信などの訓練を行いますので、実際の災害とお間違えのないように注意
してください。
○実施時期　11 月上旬（正式な発表は約 2 週間前になる予定です。）

輪島市防災総合訓練
10/19（日）

問市防災対策課　☎２３－１１５７
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楽しく子育てしてますか？　子育てを応援します
　　乳幼児健康相談　会場：子育て支援センター

　●乳幼児健康相談　　　　　　　　　　　10 月 15 日㊌　10:00 ～ 11:30
　●スマイルキッズ（母乳育児サークル）　  10 月 17 日㊎　14:00 ～ 16:00
　●すくすく 2 か月児広場　　　　　　　　10 月 21 日㊋　14:00 ～ 14:10 受付

　　輪島市子育て支援センター　☎ 22-8031 

日　時 内　容 対　象

10 月 2 日㊍ 10:30 ～ ほっとサロン「ティータイムと音楽鑑賞」
共催：みらい子育てネット輪島 妊婦・乳幼児親子

10 月 16 日㊍ 10:30 ～ うさちゃん広場「おはなし会」
講師：マーサさん 乳幼児と保護者

10 月 21 日㊋ 10:30 ～ ぴよぴよ広場「ベビーマッサージ」
材料費：300 円　持ち物：タオル・バスタオル 乳児と保護者（要申込）

10 月 23 日㊍ 10:30 ～ うさちゃん広場「ぴょんぴょん運動会」
協力：太陽の子クラブ 乳幼児と保護者

10 月 28 日㊋ 10:30 ～ ぴよぴよ広場「親子ふれあいあそび」 乳児と保護者

10 月 30 日㊍ 10:30 ～ うさちゃん広場「子どもの急病への対応と受診の仕方」
講師：小児科医 白橋 徹志郎 氏

妊婦・乳幼児と保護者
祖父母

　　輪島市児童センター　☎ 22-8031 

日　時 内　容 対　象
10 月 5 日㊐
① 10:00 ～ 11:00
② 13:30 ～ 14:30

おしごとたいけん説明会
※おしごとたいけんに参加する人は、①か②のど
ちらかに来て、説明を聞いてください。

小学生 200 人
※おしごとたいけん参加者

10 月 11 日㊏ 10:00 ～ 12:00 「キッズ朝市で働こう！」
～お仕事体験・事前企画③～

小学生 20 人（要申込）
※おしごとたいけん参加者

10 月 11 日㊏・12 ㊐
① 10:00 ～ 12:00
② 13:00 ～ 15:30

わじまキッズランド
～おしごとたいけんの準備をしよう～ 小学 4 年生～中学・高校生

10 月 13 日㊊・祝
① 9:00 ～ 12:00
② 13:00 ～ 16:00

ふれあいこどもフェスティバル 2014
～こどもの町 “ わじま ” をつくろう～

『おしごとたいけん』

小学生 200 人
※おしごとたいけん参加者

10 月 18 日㊏ 9:00 ～ 13:00 秋のわじま御膳～地元の伝えたいメニュー～
材料費：200 円　持ち物：エプロン・三角巾・手ふきタオル 小学生 20 人（要申込）

10 月 26 日㊐ 10:00 ～ 12:00 わじまキッズランド～おしごとたいけん反省会～ 小学 4 年生～中学・高校生

☆手話であ・そ・ぼ　　10 月 4 日㊏
☆ハンドベルクラブ　　10 月 4 日㊏
☆将棋教室　　　　　　10 月 18 日㊏
☆卓球教室　　　　　　10 月 25 日㊏

　　輪島市もんぜん児童館　☎ 42-3166 

日　時 内容・備考
10 月 8 日㊌ 16:00 ～ 17:00 ドッジボール大会　体育の秋、ドッジボールで汗を流そう
10 月 16 日㊍・23 日㊍
15:30 ～ 16:15　小学 1 ～ 3 年生
16:15 ～ 17:00　小学 4 ～ 6 年生

～ジュニアスポーツ教室～　サッカー教室
共催：もんぜんスポーツクラブ　※雨天の場合バスケットになります

10 月 26 日㊐ 10:00 ～ 11:30
カボチャクッキーを作ろう　ハロウィンのジャック・オ・ランタンの形にし
たクッキーを作ってみよう（要申込）
材料費：100 円　持ち物：エプロン・三角巾・手拭き

毎週水・木・金曜日 9:00 ～ 12:00 育児サロン　10 月 3 日㊎　親子体操（10:30 ～ 11:00）　　

☆ダンスクラブ　　10 月 17 日㊎、24 日㊎　16:30 ～ 17:30　　10 月 11 日㊏　黒島交流まつり出演
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★きらきら広場　障がいがあるお子さんの親子交流の場です

　日　時　10 月   4 日㊐　電車で GO ！　11:00 集合
　　　　　　　  18 日㊏　16:00 ～ 17:00　自由遊び
　　　　　11 月   2 日㊐　16:00 ～ 17:00　風船バレー
　会　場　輪島市子育て支援センター・児童センター

★保育所開放 

　市内の保育所を開放します。お子さまと一緒にお出かけください。事前の申込みは不要です。詳しくは各保育所
にお問い合わせください。 
　10 月 1 日㊌ 10:00 ～ 11:00　　河原田保育所　「運動会ごっこをしよう」
　10 月 7 日㊋ 10:00 ～ 11:00　　まちの保育園　「楽器遊びを楽しみましょう」 

月 火 水 木 金 土
小学校中学年

算　数 外国語活動 小学校高学年
算　数

中学校
英　語

中学校
数　学

中学校
英語・数学（再）

10 月 1 日 10 月 2 日 10 月 3 日 10 月 4 日
20:00 ～ 20:20 5 年 小数の倍とわり算① 1 年 複数形 1 年 基本の計算 1 年 複数形
20:20 ～ 20:40 6 年 2 量の関係を表す数直線 1 年 命令文 2 年 基本の計算 1 年 基本の計算

10 月 6 日 10 月 7 日 10 月 8 日 10 月 9 日 10 月 10 日 10 月 11 日
20:00 ～ 20:20 3 年 かけ算のひっ算① フォニックスって何だろう 5 年 小数の倍とわり算② 1 年 現在進行形 1 年 1 次方程式の解き方 1 年 命令文
20:20 ～ 20:40 4 年 垂直・平行と四角形① フォニックス① 6 年 分数の倍とわり算 2 年 助動詞 2 年 連立方程式の解き方 2 年 基本の計算

10 月 13 日 10 月 14 日 10 月 15 日 10 月 16 日 10 月 17 日 10 月 18 日
20:00 ～ 20:20 3 年 かけ算のひっ算② フォニックス② 5 年 単位量あたりの大きさ① 2 年 be going to ～の用法 1 年 1 次方程式の利用① 1 年 現在進行形
20:20 ～ 20:40 4 年 垂直・平行と四角形② フォニックス③ 6 年 場合の数① 2 年 比較級 2 年 連立方程式の利用① 1 年 1 次方程式の解き方

10 月 20 日 10 月 21 日 10 月 22 日 10 月 23 日 10 月 24 日 10 月 25 日
20:00 ～ 20:20 3 年 あまりのあるわり算 フォニックス④ 5 年 単位量あたりの大きさ② 2 年 不定詞の用法 1 年 1 次方程式の利用② 2 年 助動詞
20:20 ～ 20:40 4 年 わり算の筆算① フォニックス⑤ 6 年 場合の数② 3 年 現在完了形の用法 2 年 連立方程式の利用② 2 年 連立方程式の解き方

10 月 27 日 10 月 28 日 10 月 29 日 10 月 30 日 10 月 31 日
20:00 ～ 20:20 3 年 重さのたんいとはかり方 フォニックスのまとめ① 5 年 小数の倍とわり算① 1 年 複数形 1 年 基本の計算
20:20 ～ 20:40 4 年 わり算の筆算② フォニックスのまとめ② 6 年 2 量の関係を表す数直線 1 年 命令文 2 年 基本の計算

わじまっ子テレビ塾 今月の放送予定
ケーブルテレビ

「9」チャンネル‼

◆学年をこえて何度も見れば学習効果が上がります！ ◆番組は、同じ曜日・時間帯に繰り返し放送します！
◆道徳授業を見れば学校の様子がわかります！ ◆「オール輪島」で「わじまっ子」を育てましょう！

☆ 10 月から新番組スタート！

全国学力テスト
結果の公表
について

　輪島市学校教育振興基本計画による教育改革の取り組みを更に進めるために、今年度から全国学力テスト（全国学力・
学習状況調査）の結果を公表することといたしました。公表についての詳細をお知らせいたします。
１．公表の理由
　・成果を上げている学校の取り組みを参考に、各校が検証や改善を進めるため。
　・調査結果を公表することで、教育への関心を高め、オール輪島の教育を進めるため。
　・市教委が家庭や地域に対して説明責任を果たすため。
　・本市の教育のために、学校・家庭・地域が情報を共有することは不可欠と判断したため。
２．公表の方法
　◇ 9 月（各小中学校）→学校便りで学力テストの結果と改善点についてお知らせ
　◇ 11 月（市教委） → 11 月 15 日（土）輪島市学校力＆親力セミナーにて説明（県平均を基準とした各学校の状況）
３．公表の内容
　［学年と教科］　小学 6 年（国語・算数）、中学 3 年（国語・数学）
　［公表の項目］　・学力と読書や家庭学習との関係について
　　　　　　　　・学力と生活習慣との関係について
　　　　　　　　・学力と指導方法（学校の取り組み）との関係について
　　　　　　　　・県平均を基準とした各学校の状況について　　　など
４．公表にあたって気をつけていること
　・公表することで教育への関心が高まり、連携と協働のきっかけとなる公表方法と内容であること。
　・公表する学力は平均であり学力の一部にすぎないことから、点数だけでなく学習状況や生活状況をあわせて分析し
　　公表すること。
　・学校の序列化や過度な競争とならないような配慮をして公表すること。
５．今後に向けて
　　平成 23 年から輪島市学校教育振興基本計画の 5 つの重点施策に取り組むことで、少しずつではありますが着実に
　成果をあげてきております。
　　今後も本市の子どもたちのために、学力と教育力の向上に全力をあげて取り組みますので、市民の皆さま方のご理
　解とご協力をお願いいたします。

問教学校教育課　☎２３－１１７１
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“元気”がなにより　第 79回
～地域包括支援センターだより～

　輪島市地域包括支援センター　　　 ☎２３－１１７４　

　　　門前支所（門前地区）　　　　　☎４２－９９１８

　　　東部支所（町野・南志見地区）　☎３２－１８３８

★高齢者に関するご相談は
　お近くの包括支援センターまで

脳いきいき教室のお知らせ

　いつまでも若々しく元気でいるために、頭と体を使った内容で「脳いきいき教室」
を開催しています。地域のみなさんと楽しい交流や活動を通して認知症を予防しま
しょう。参加ご希望の方は、下記までお問い合わせください。

町野会場　10 月の予定

14 日（火）　ゲーム
28 日（火）　秋の散策
※いずれも 10:00 ～ 13:00
会場・申込先：門前保健センター
　　　　　　　☎４２－９９１８

門前会場　10 月の予定

10 日（金）　オセロ
24 日（金）　ミニ運動会
※いずれも 9:30 ～ 11:00
会場・申込先：町野福祉会
　　　　　　　☎３２－１８３８

傾聴ボランティア養成講座を開催します

　輪島市ではいくつになっても安心して住み続けられる地域づくりには取り組んでいま
す。
　その一環として、一人暮らし高齢者のお宅へ訪問し、これまでの人生の様々なお話に
耳を傾けることで、高齢者のみまもりや孤立化を予防する傾聴ボランティアを養成します。
　　傾聴ボランティア訪問を利用している方々からは、「じっくり話を聴いてもらってう
れしかった」、「訪問が楽しみになった」、「寂しい気持ちが癒された」といった声が寄せら
れています。また、傾聴ボランティアさん自身もやりがいを感じて活動しておられます。
　みなさんの「地域のために何かしたい」というお気持ちを、傾聴ボランティアという
形で実現してみませんか？

【募集要項】
◆対　　象　　輪島市在住の傾聴ボランティア活動に興味関心のある方で、研修後は
　　　　　　　地域で活動できる方。年齢は問いません。
◆募集人数　　20 人程度             　
◆参加費用　　無料
◆研修日程等　　

日　時 内　容 会　場

11 月 1 日（土）
10:00 ～ 16:00

●ボランティア活動について
●高齢者の特徴と認知症について
●傾聴の基本について

輪島市ふれあい健康センター
３階研修室

11 月 10 日（月）～ 14 日（金）
高齢者関連施設にて傾聴活動を体験
実習（期間中のいずれか 1 日の 1 時
間程度）

ふれあいプラザ二勢

11 月 28 日（金）
10:00 ～ 12:00

●体験実習の振り返りとまとめ
●修了式

輪島市ふれあい健康センター
３階研修室
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輪島の未来を考える

 子ども議会だより
　

今
年
で
16
回
目
と
な
る
「
輪
島

の
未
来
を
考
え
る
子
ど
も
議
会
」

が
8
月
5
日
に
市
議
会
議
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
10
小
学
校

の
6
年
生
児
童
12
人（
男
子
4
人
、

女
子
8
人
）
に
「
子
ど
も
議
員
」

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
子
ど
も
議
員
」
か
ら
は
、
学

校
の
勉
強
や
家
庭
で
の
話
し
合
い

を
通
し
て
芽
生
え
た
「
輪
島
が

も
っ
と
い
い
街
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
で
、
い
ろ
い
ろ

な
質
問
や
提
案
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
梶
市
長
は
、
市

議
会
の
本
会
議
さ
な
が
ら
一
生
懸

命
に
、
そ
し
て
、
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
議
員
」
は
、

質
問
や
提
案
を
す
る
こ
と
に
加

え
、
会
議
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
議
長
、
副
議
長
、
議
会
運
営
委

員
、
議
会
事
務
局
長
の
役
割
も
担

い
、「
子
ど
も
議
員
」
が
中
心
と

な
っ
て
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
子
ど
も
議
員
」
は
、

「
子
ど
も
議
会
」
を
通
じ
て
、
考

え
た
り
、
学
ん
だ
り
し
た
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
今
後
の
学
校
や
家
庭

で
の
生
活
な
ど
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
宣
言
し
た
「
誓
い
の
言

葉
」
を
梶
市
長
と
小
橋
教
育
委
員

長
に
、
そ
し
て
、
未
来
の
輪
島
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め
た

「
要
望
書
」
を
中
谷
市
議
会
議
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
橋
教
育
委
員
長
が
今

回
の
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
講
評

を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参加した「子ども議員」のみなさん（敬称略）

質問順 小学校名 氏　名 役　割

第 1 部

① 大　屋 石
い し だ

田　翔
しょうま

真
誓いの言葉伝達

（市長へ）

② 河原田 谷
たに

　寿
としあき

晃 議会事務局長（後半）

③ 門前東 宮
みやもと

本　ましろ 副議長

④ 南志見 堂
どうまえ

前　美
み さ き

咲
誓いの言葉伝達

（教育委員長へ）

第 2 部

⑤ 町　野 山
やまもと

本　日
ひ よ り

和里
要望書提出

（市議会議長へ）

⑥ 河　井 川
かわばた

端　夏
な つ き

希 議会運営委員

⑦ 河　井 中
なかたに

谷　瑠
る な

那

⑧ 鵠　巣 山
やまがた

形　愛
あ い か

華 議長

第 3 部

⑨ 門前西 工
く の

野　遥
は る か

香

⑩ 鳳　至 古
ふ る や

谷　柊
しゅう

議会事務局長（前半）

⑪ 鳳　至 舩
ふなさき

﨑　さくら

⑫ 三　井 鶫
つぐみ

　勝
かつとよ

仁 議会運営委員
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石
田

市
長

谷

市
長

◆
第
１
部

「
多
く
の
人
に
輪
島
の
「
よ
さ
」
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
」

　
「
輪
島
の
よ
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る

た
め
に
は
、
多
く
の
人
に
輪
島
に
来
て
も

ら
い
、
直
に
輪
島
の
よ
さ
に
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
」で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
に
輪
島
に
来
て
も
ら
う
企

画
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
大
規
模
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
企
画
で
す
。
大
規
模
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
誘
致
す
る
計
画
や
、
施
設

設
備
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　

輪
島
市
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
言
い
ま
す
と
「
全
日
本
競

歩
輪
島
大
会
」
を
昭
和
45
年
か
ら
今
年
ま

で
45
年
間
、
開
催
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

総
務
省
も
認
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
全
国
の

ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
づ
く
り
」
の
中
で
輪
島

市
は
そ
の
「
競
歩
の
聖
地
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
近
年
い
ろ
ん
な
大
会

の
誘
致
も
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ

の
8
月
の
8
日
か
ら
「
中
日
本
総
合
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
45
の
チ
ー
ム
、
８
百
名
近
い
選
手
を

お
迎
え
す
る
予
定
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
大
会
や
中
学
校
・
高

校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
交
歓
大
会
、

そ
れ
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

な
ど
も
開
催
さ
れ
、そ
の
選
手
を
は
じ
め
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
大
勢
の
方
々
が
市

内
で
宿
泊
を
す
る
予
定
も
あ
り
ま
す
。
1

年
間
を
通
す
と
、
約
６
千
名
余
り
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
大
会
な
ど
に
つ
い
て
言
い
ま

す
と
、
今
年
の
9
月
に
は
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

競
技
場
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
を
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
強
豪
校

と
地
元
の
日
本
航
空
高
校
石
川
が
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
相
当
迫
力
の
あ
る
試
合
で
す

の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
観
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
来
年
、
特
に
「
西
日

本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
大
会
」、
そ
れ

に
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
５
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」
の
開
催
も
既
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
輪
島
市

の
各
施
設
の
特
徴
を
生
か
し
た
大
会
を
誘

致
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
大
会
を
誘
致
し
て
も
宿
泊
施
設

に
必
ず
し
も
選
手
・
保
護
者
の
方
が
泊
ま

れ
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

問
題
の
解
消
や
、
輪
島
で
大
会
に
参
加
し

て
宿
泊
し
た
場
合
に
は
輪
島
市
の
方
か
ら

1
人
1
泊
に
つ
き
千
円
を
支
援
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
制
度
も
う

ま
く
使
っ
て
大
会
を
支
え
て
も
ら
え
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、「
ま
た
来
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
強
い
意
思
を
そ
の
参
加
し
た

人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
大
切
な
こ

と
は
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
輪
島
市
で
は
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
健
康
で
楽
し
く
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
サ

ン
・
ア
リ
ー
ナ
や
サ
ン
・
プ
ル
ル
、
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
競
技
場
や
野
球
場
な
ど
、
市
内

の
各
地
に
い
ろ
ん
な
施
設
を
設
置
し
て
利

用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
洲

衛
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
4
面
あ
り
、
そ

こ
を
少
し
整
備
し
て
面
積
も
増
や
し
た

り
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
方
で
は
陸
上
競
技

と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
、
そ
の
近
く
に
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
来
年
の
3
月
ま
で
に
整
備

し
て
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
よ
う
な

場
所
を
確
保
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
仮
に
陸
上
の
日
本
選
手
権
を
輪

島
で
開
催
し
よ
う
と
い
う
場
合
、
今
の
施

設
だ
け
で
は
到
底
足
り
ま
せ
ん
。
大
き
な

更
衣
室
、１
万
人
以
上
観
戦
す
る
場
所
や
、

計
測
用
の
タ
イ
マ
ー
が
必
要
だ
と
か
、
相

当
お
金
は
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
大
会
の
誘
致
で

き
る
、
そ
の
競
技
と
十
分
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
今
後
と
も
必
要
な
施
設
整
備
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
千
枚
田
周
辺
の
環
境
整
備
を
」

　

先
日
、
曽
々
木
方
面
へ
校
外
学
習
に
行

き
ま
し
た
が
、
千
枚
田
へ
向
か
う
ま
で
の

道
わ
き
の
植
え
込
み
が
雑
草
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
く
て

残
念
に
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
ま
で
取
り
消
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

そ
こ
で
、
千
枚
田
周
辺
を
今
よ
り
き
れ

い
に
す
る
た
め
、
地
域
の
人
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
「
千
枚
田
ロ
ー
ド
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

千
枚
田
周
辺
の
道
路
整
備
に
関
し
て
、

現
在
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
さ
れ
、
ま
た
、

今
後
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

市
街
地
か
ら
千
枚
田
に
か
け
て
の
国
道

２
４
９
号
線
沿
い
の
植
え
込
み
に
つ
い
て

は
、
雑
草
が
生
え
て
大
変
見
苦
し
い
箇
所

が
あ
り
、
雑
草
が
生
え
な
い
よ
う
シ
ー
ト

を
被
せ
て
、
そ
の
シ
ー
ト
の
間
か
ら
生
え

て
い
る
木
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
も
不
揃
い

で
あ
っ
た
り
と
い
う
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
一
方
で
は
市
内
の
道
路
沿
い
の

中
で
も
草
花
が
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
て

し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
特
に
千
枚
田
を
過
ぎ

て
名
舟
町
へ
行
く
途
中
の
と
こ
ろ
は
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
き
れ
い
に
揃
っ
た

美
し
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

花
を
植
え
る
仕
事
と
い
う
の
は
輪
島
市

で
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
」
と
い

う
名
前
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

か
と
い
う
と
、
毎
日
市
内
を
ゴ
ミ
収
集
す

る
時
に
、
皆
さ
ん
が
家
庭
の
ゴ
ミ
を
袋
に

入
れ
て
出
し
ま
す
。
そ
の
袋
は
お
金
を
出

し
て
買
っ
て
も
ら
い
そ
の
袋
に
入
れ
て
、

観
光
地
で
す
か
ら
少
し
見
や
す
い
よ
う
に

場
所
を
決
め
て
そ
の
場
所
に
ゴ
ミ
を
入
れ

て
、
カ
ラ
ス
と
か
猫
が
荒
ら
さ
な
い
よ
う

に
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

と
い
う
方
法
で
ゴ
ミ
を
出
し
て
も
ら
っ
て

①大屋小学校
　石田　翔真 君

②河原田小学校
　谷　寿晃 君
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宮
本

市
長

宮
本

市
長

堂
前

市
長

い
ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ
袋
が
有
料
で
あ
る
理

由
は
、
当
然
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
の
に
お
金

も
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
袋
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
お
金
で
お
花
の
苗
を
買
っ
た
り
肥

料
を
買
っ
た
り
し
て
、
各
地
区
の
皆
さ
ん

で
お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
に
そ
の

苗
や
肥
料
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
道
路
沿
い
の
植
え
込
み
へ
の
草
花
の
植

え
付
け
、
草
む
し
り
、
水
や
り
と
い
っ
た

大
変
な
作
業
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
の
が「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
」

の
成
果
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
提
案
の
あ
っ
た
「
千
枚

田
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
輪
島
を
愛
す
る
気
持
ち

が
伝
わ
る
非
常
に
い
い
取
組
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
輪
島
市
と
し
て
も
、
観
光
客
の

皆
さ
ん
や
道
路
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
快

適
に
気
持
ち
よ
く
走
れ
る
よ
う
に
石
川
県

や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
連
携
・

協
力
し
て
他
の
地
域
の
良
い
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、草
刈
り
活
動
や「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
整
備
事
業
」
を
広
げ
て
い
く
取
組

な
ど
、
道
路
の
美
化
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
千
枚
田
周
辺
の
国
道
２
４
９

号
線
沿
い
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
放
置
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
1
つ
の
大
き
な
道

路
の
全
体
の
中
で
、
こ
の
道
路
の
周
辺
に

は
集
落
が
あ
っ
て
、
よ
く
そ
の
集
落
の
人

が
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
と
、

こ
の
道
路
は
集
落
が
全
然
な
い
、
ど
う
し

て
も
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
逆
に
、

誰
も
手
を
貸
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
無
理
な

地
域
は
、
そ
の
植
樹
帯
の
と
こ
ろ
を
取
っ

て
し
ま
っ
て
、
そ
し
て
歩
道
を
逆
に
広
げ

た
り
、
も
う
少
し
別
の
使
い
方
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
き
れ
い
に
す
る

た
め
の
考
え
方
と
、
ど
う
し
て
も
無
理
で

あ
れ
ば
そ
の
部
分
を
も
っ
と
別
の
方
法
に

よ
っ
て
形
を
変
え
て
、
み
ん
な
が
楽
し
く

安
心
し
て
安
全
で
素
晴
ら
し
い
道
だ
と
思

え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
私
が
考
え
る
き
ら
め
き
門
前
」

　

門
前
に
は
公
園
や
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
門
前
の
自
然

を
生
か
し
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
楽
し
め
る
公
園
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
公
園
が
あ
れ
ば
、
ゲ
ー
ム

ば
か
り
し
て
い
る
子
ど
も
が
少
な
く
な
る

ば
か
り
か
、
自
然
の
大
切
さ
を
知
り
、
交

流
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
協
力
や
思
い

や
り
の
心
も
育
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

門
前
地
区
に
は
、
も
ん
ぜ
ん
児
童
館
や

門
前
総
合
運
動
公
園
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

門
前
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
住
ん

で
い
る
こ
の
能
登
半
島
自
体
が
自
然
の
残

る
海
や
川
、
山
な
ど
の
本
当
に
素
晴
ら
し

い
自
然
豊
か
な
土
地
柄
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
「
能
登
半
島
国
定
公
園
」
に
指
定
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
こ
の
能
登
の

素
晴
ら
し
さ
が
3
年
前
に
世
界
農
業
遺
産

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
自
然

を
生
か
し
た
「
の
と
雪
割
草
の
み
ち
」、

鳴
き
砂
の
浜
で
有
名
な「
琴
ヶ
浜
」と
い
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
八
ヶ
川
ダ
ム
に

よ
っ
て
で
き
た
「
八
翠
湖
」
の
周
辺
に
も

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

公
園
が
決
し
て
な
い
訳
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
中
で
、
も
っ
と
身
近
に
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
家

族
で
新
た
な
発
見
も
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
な
ど
の
遊
具
に
つ

い
て
は
、
危
険
な
も
の
に
つ
い
て
は
撤
去

を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の

体
力
を
つ
く
る
た
め
の
施
設
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
学
校
の
遊
具
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
と
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

輪
島
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
輪
島
の

方
は
パ
レ
ー
ド
や
花
火
な
ど
で
に
ぎ
や
か

だ
け
ど
、
2
日
目
の
門
前
の
方
は
お
客
様

が
少
な
く
て
こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
門
前
ま
つ
り
が
も
っ
と
盛
り
上

が
る
よ
う
、
パ
レ
ー
ド
に
出
る
団
体
を
増

や
し
た
り
、
宣
伝
な
ど
を
し
た
り
し
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
ほ
し
い
。

　

今
年
の
市
民
ま
つ
り
で
は
門
前
地
区
を

は
じ
め
、
津
幡
町
、
あ
る
い
は
岐
阜
県
の

高
山
市
か
ら
も
来
て
も
ら
い
「
獅
子
舞

オ
ー
ル
ス
タ
ー
」
の
競
演
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
し
て
夜
に
は
門
前
総
合
支
所
を
使

い
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、
そ
こ
に
輪
島

の
景
色
を
映
し
出
す
と
い
う
こ
と
も
や
り

ま
し
た
し
、
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
の
バ
ル
ー
ン

を
支
所
の
玄
関
上
に
セ
ッ
ト
し
て
市
民
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
実
行

委
員
会
で
も
う
来
年
の
祭
り
の
準
備
を
し

て
ま
す
の
で
、
そ
こ
で
少
し
で
も
今
以
上

に
盛
り
上
が
る
楽
し
い
市
民
ま
つ
り
に
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

「
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
に
つ
い
て
」

　

最
近
、
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
や
通
学

路
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
た
と
い
う
話
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
私
た
ち
の
学
級
で

は
ビ
デ
オ
も
使
い
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

学
習
し
た
ほ
か
、
南
志
見
の
田
畑
が
被
害

に
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

輪
島
市
の
他
地
区
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

　

石
川
県
内
の
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
平
成
7
年
頃
、
加
賀
地
方
で
農
作

物
へ
の
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
徐
々
に
能
登
半
島
を
北
上
し
て
き

て
、
輪
島
市
で
は
平
成
21
年
に
初
め
て
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今

で
は
市
内
全
域
の
農
山
村
地
域
に
広
が
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
被
害
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
南
志
見
地
区
と
同
じ
よ
う
に

田
ん
ぼ
で
ぬ
た
打
つ
様
を
し
た
り
、
野
菜

を
食
い
荒
ら
す
被
害
が
年
々
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
輪
島
市
が

行
っ
て
き
た
イ
ノ
シ
シ
へ
の
対
策
に
つ
い

③門前東小学校
　宮本　ましろ さん

④南志見小学校
　堂前　美咲 さん



14

堂
前

市
長

堂
前

市
長

堂
前

市
長

山
本

市
長

山
本

市
長
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市
長
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本

市
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て
で
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
ま
え
る
こ
と

の
で
き
る
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る
猟
友

会
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
箱
罠
、

檻
で
す
ね
、
そ
れ
か
ら
足
が
引
っ
掛
か
る

く
く
り
罠
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
農
家
の
皆
さ
ん
方
に
は
山
あ
い
の
と
こ

ろ
と
農
地
の
間
の
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
草

刈
り
な
ど
も
徹
底
し
て
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
電
気
柵
の
設
置
も
進
め
て

い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
策
を
考
え
ま
し

た
。

①
発
見
さ
れ
た
場
所
に
、
箱
型
の
仕
掛
け

を
作
っ
て
お
い
て
、
3
日
に
一
度
見
に
行

き
、
捕
獲
す
る
。

　

今
、
輪
島
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
発
見
さ

れ
た
場
所
を
中
心
に
し
て
12
基
の
檻
を
準

備
し
て
い
ま
し
て
、
被
害
の
あ
っ
た
農
業

集
落
の
方
に
監
視
も
お
願
い
し
た
り
、
市

の
方
も
そ
れ
を
確
認
に
行
っ
て
い
ま
す
。

②
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
命
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
、
肉
を
利
用
し
て
新
し
い
能
登

丼
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　

1
頭
だ
け
捕
ま
え
て
も
肉
は
あ
ま
り
取

れ
ま
せ
ん
の
で
、
も
っ
と
頻
繁
に
大
量
に

獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
能
登
丼
の
メ

ニ
ュ
ー
に
考
え
て
も
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。

③
金
網
を
設
置
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
が
人
里

に
下
り
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

金
網
の
な
い
と
こ
ろ
へ
行
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
金
網
の
下
も
潜
っ
て
い
く
そ

う
で
す
か
ら
、
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
イ
ノ
シ
シ
の
餌
と

な
る
よ
う
な
生
ゴ
ミ
と
か
、
家
庭
菜
園
な

ど
の
野
菜
く
ず
を
求
め
て
人
里
や
住
宅
地

に
も
現
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
私
た
ち
が

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
第
２
部

「
観
光
客
に
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い
」

　

輪
島
市
に
は
千
枚
田
や
窓
岩
、
七
ツ
島

な
ど
自
然
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
観
光
客
や
私
た
ち
は
ゴ
ミ

を
大
量
に
出
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
道

に
は
ポ
イ
捨
て
、
公
園
に
は
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
み
ん
な
で
3
つ
の
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。

①
ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け
を
す
る
こ
と

　

輪
島
市
で
は
毎
年
市
内
の
小
中
学
生
の

皆
さ
ん
に
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」
を
描
い

て
く
だ
さ
い
と
い
う
呼
び
か
け
を
し
て

お
り
、
描
い
て
も
ら
っ
た
ポ
ス
タ
ー
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
ィ
に

お
い
て
作
品
展
を
開
催
し
、
大
人
に
も
見

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
特
に

優
秀
な
作
品
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
自

体
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
で
包
ん
で
看
板
に
加
工

し
た
も
の
を
環
境
美
化
と
か
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
に
使
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
山
や
川
、
ポ
イ
捨

て
し
そ
う
な
場
所
に
で
す
。

②
ゴ
ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
こ
と

　

一
番
大
き
な
も
の
は
年
2
回
、
5
月
30

日
に
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
」、そ
し
て
秋
に
も
「
ゴ

ミ
ゼ
ロ
」
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

日
は
市
内
の
い
ろ
ん
な
団
体
や
会
社
の

方
々
が
一
斉
に
集
ま
っ
て
市
内
を
4
百
人

規
模
ぐ
ら
い
で
草
刈
り
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
各
町
内
会
単
位
で
も

一
斉
に
側
溝
の
泥
上
げ
作
業
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
の
清
掃
を
し
た

り
、
漂
着
物
を
片
づ
け
た
り
、
ま
た
、
そ

の
漂
着
物
が
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
て
輪
島

の
海
岸
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
の
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
海
の
向
こ
う
の
国
に
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
も
流
れ
て
き
た
り
、
船
の

上
か
ら
投
棄
さ
れ
た
も
の
が
流
れ
て
き
た

り
、
能
登
半
島
よ
り
も
っ
と
南
の
方
で
、

し
か
も
そ
の
川
の
方
で
ゴ
ミ
を
捨
て
る
、

そ
の
ゴ
ミ
が
川
か
ら
流
れ
て
海
へ
出
て
、

そ
れ
が
ず
っ
と
対
馬
暖
流
に
よ
り
北
上
し

て
き
て
、
能
登
半
島
、
舳
倉
島
、
佐
渡
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
輪
島
市
は
観
光
地
で
す
か

ら
、
少
し
で
も
き
れ
い
な
街
に
す
る
た
め

に
、
各
町
内
の
決
め
た
場
所
に
網
で
囲
っ

た
カ
ゴ
を
作
り
、そ
の
中
に
ゴ
ミ
を
出
し
、

上
に
蓋
を
す
る
と
い
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
な
ど
も
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

③
マ
イ
○
○
を
し
て
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と

　
「
マ
イ
○
○
」
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

輪
島
市
で
は
「
マ
イ
箸
運
動
」
と
か
「
マ

イ
エ
コ
バ
ッ
グ
」、
こ
う
い
っ
た
運
動
を

始
め
た
り
、
そ
れ
か
ら
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
マ
ン
デ
ー
」
と
い
っ
て
、
月
曜
日
の
朝

は
町
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
、
月
曜
日

の
朝
、
仕
事
に
行
く
途
中
に
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
た
ら
そ
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
そ
れ
を

ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
、
そ
ん
な
取
組
を
し
て

い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
が
減
り
、
自
然
豊
か
で
き
れ
い
な

輪
島
市
に
な
る
と
印
象
が
良
く
な
っ
て
観

光
客
が
ま
た
来
た
い
と
考
え
る
と
思
い
ま

す
。
輪
島
市
で
は
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　

よ
く
「
あ
そ
こ
に
人
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
の
で
ゴ
ミ
箱
を
置
い
て
ほ
し
い
」
と
市

民
の
方
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
ゴ
ミ
箱
を
置

い
た
と
こ
ろ
に
は
車
で
来
た
人
が
そ
こ
に

ゴ
ミ
を
入
れ
て
、
入
ら
な
く
な
っ
た
ら
そ

の
横
に
も
ゴ
ミ
を
置
い
て
、
そ
の
ゴ
ミ
が

風
で
飛
ん
で
、大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、

逆
に
「
ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
ゴ
ミ
箱
自
体
を
そ
こ
に
置
か
な

い
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
女
性
団
体
の
皆
さ
ん
方
は
「
一
日

一
膳
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
「
一
日
一
膳
」
の
「
膳
」
は
「
善
い
こ
と
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
「
お
茶
碗
」
の
こ

と
で
、一
日
に
お
茶
碗
一
杯
の
水
切
り
を
、

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
水
切
り
を
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
輪
島
市
の
ゴ
ミ

の
1
人
当
た
り
家
庭
か
ら
出
す
ゴ
ミ
の
量

は
、
石
川
県
内
で
か
つ
て
は
一
番
多
か
っ

た
ん
で
す
。
ゴ
ミ
は
全
体
の
体
積
だ
け
で

な
く
て
、
重
さ
で
量
る
。
毎
日
ゴ
ミ
を
出

す
、
そ
の
量
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
水

切
り
を
し
て
、
家
庭
の
中
で
ゴ
ミ
を
出
す

時
に
も
、
料
理
し
た
ら
水
切
り
を
し
っ
か

⑤町野小学校
　山本　日和里 さん
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り
し
て
軽
く
し
て
出
し
た
ら
少
し
で
も
減

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
一
番
大
事
な

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
ゴ
ミ

を
出
す
時
に
、
分
別
収
集
に
協
力
を
し
て

も
ら
い
た
い
ん
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

金
属
、
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
全

部
キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ
て
出
し
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
分
別
し
て
出

せ
ば
再
資
源
化
で
き
る
。
そ
う
い
う
こ
と

が
ゴ
ミ
出
し
の
中
で
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
願
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

観
光
客
を
た
く
さ
ん
呼
ぶ
た
め
ど
ん
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　

輪
島
市
で
は
3
年
前
の
6
月
に
、
奥
能

登
だ
け
で
は
な
く
て
佐
渡
島
と
そ
し
て
宝

達
志
水
町
以
北
の
自
治
体
4
市
5
町
が
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
能
登

の
里
山
里
海
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
素
材
と

い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
世

界
農
業
遺
産
の
認
定
理
由
の
中
に
は
、
自

然
だ
け
で
は
な
く
て
伝
統
文
化
を
重
ん
じ

る
輪
島
塗
を
核
と
し
た
世
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
誘
客
に
結
び
付

け
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
「
漆
の
里
」

づ
く
り
を
や
っ
て
ま
す
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
門
前
に

曹
洞
宗
・
大
本
山
總
持
寺
祖
院
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
に
い
ろ
い
ろ

な
宗
派
が
あ
る
ん
で
す
が
、
曹
洞
宗
が
日

本
の
宗
派
の
中
で
一
番
檀
家
さ
ん
の
多
い

宗
派
な
ん
で
す
。
そ
の
全
て
の
元
に
な
っ

て
い
た
の
が
門
前
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
に
そ
の
總
持
寺
が
火
災
で
多
く

を
失
っ
た
の
で
、
横
浜
の
鶴
見
と
い
う
と

こ
ろ
に
大
本
山
が
移
転
し
ま
し
た
。
現
在

は
門
前
の
總
持
寺
は
「
祖
院
」
と
い
う
名

前
で
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
こ
と
で
「
禅
の
里
」、そ
れ
か
ら
「
平

家
の
郷
」。
こ
の
「
平
家
の
郷
」
も
す
ご

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
源
氏
と
平
家
の
戦

い
で
平
家
が
負
け
て
、
そ
の
時
に
平
清
盛

と
い
う
人
の
義
理
の
弟
が
壇
ノ
浦
か
ら
能

登
ま
で
追
い
や
ら
れ
た
。
そ
の
子
孫
が
今

「
時
國
家
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
歴
史
も
含
め
て
「
平
家
の
郷
」
が

し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

今
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
あ
わ
び
ま
つ
り
」
や
「
か
に

ま
つ
り
」
も
や
っ
た
り
、
そ
し
て
港
に
は

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
や
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
」
な
ど
大
き
な
客
船
が
入
港
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
千
枚
田
で
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
太
陽
光
で
、
一
昨
年
ギ

ネ
ス
に
登
録
さ
れ
、
す
ご
く
有
名
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
来
年
は
新
幹
線
が
開
業
し
ま

す
。
能
越
自
動
車
道
も
い
よ
い
よ
愛
知
県

か
ら
石
川
県
の
七
尾
ま
で
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
追
い
風
に

加
え
て
来
年
3
月
30
日
か
ら
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
が
輪
島
を
舞
台
に
放

送
さ
れ
ま
す
。
輪
島
塗
も
朝
市
も
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
間
垣
の
里
も
映
り
ま
す
。

お
隣
の
珠
洲
の
揚
げ
浜
塩
田
も
そ
の
テ
レ

ビ
に
出
ま
す
。
き
っ
と
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
し
っ
か
り

と
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
輪
島
の
人
が
み
ん
な
で
精
い
っ
ぱ
い

の
「
お
も
て
な
し
」
を
み
ん
な
が
実
践
で

き
る
よ
う
に
す
れ
ば
す
ご
く
観
光
客
の
人

は
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

「
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
地
域
の
お
年

寄
り
と
一
緒
に
や
り
た
い
」

　

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
と
、
お
年
寄

り
に
も
私
た
ち
に
も
良
い
こ
と
が
3
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。

①
早
寝
早
起
き
の
習
慣
が
身
に
つ
き
、
習

慣
と
な
れ
ば
毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
一
人
ぐ
ら
し
を
し
て
い
る
お

年
寄
り
が
急
に
ラ
ジ
オ
体
操
に
来
な
く

な
っ
た
り
し
た
時
に
、
万
が
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
は
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
続
け
る
と
、
風
邪

を
ひ
き
に
く
く
な
っ
た
り
、
血
圧
や
血
糖

値
が
下
が
っ
た
り
も
し
て
、
じ
わ
じ
わ
と

体
を
も
と
の
健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

③
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
学
校
で
地
域
の
人
と
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
中
で
、
ラ

ジ
オ
体
操
で
す
る
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
の
あ
い
さ
つ
は
、
す
ご
く
言
い
や

す
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
を
お
年
寄
り
と
一
緒
に
行
う
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

　

川
端
さ
ん
の
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
方

を
思
う
、
大
変
素
晴
ら
し
い
そ
の
思
い
に

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
自
分
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
思
え

ば
、
少
し
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
は
き
っ
と
誰
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
は
今
で
も
全
国
各
地
で
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
に
と
っ
て
も
手

軽
で
健
康
維
持
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
現
在
の

小
学
校
の
状
況
で
す
が
、
学
校
ご
と
に
夏

休
み
中
の
そ
の
期
間
に
限
っ
て
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区
の
子
供
育

成
会
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
も
含
め
て
「
1

週
間
だ
け
」
と
か
「
2
週
間
だ
け
や
り
ま

す
」
と
か
、
そ
ん
な
短
期
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
現
状
は
学
校
に
よ
っ
て
バ

ラ
バ
ラ
で
す
。
き
っ
と
ラ
ジ
オ
体
操
へ
参

加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
年
寄
り
の
方

に
と
っ
て
も
児
童
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
維
持
す
る
こ
と
、

み
ん
な
で
挨
拶
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
で
地

域
の
つ
な
が
り
が
よ
り
確
実
に
で
き
て
い

く
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
参

加
と
い
う
こ
と
に
限
ら
ず
、
お
年
寄
り
の

方
々
と
児
童
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
る
い

い
活
動
が
あ
る
の
か
、
そ
ん
な
機
会
や
健

康
づ
く
り
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、
公

民
館
や
老
人
会
の
皆
さ
ん
や
、
町
内
会
の

山
本

市
長

川
端

市
長

⑥河井小学校
　川端　夏希 さん
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中
谷

市
長

山
形

市
長

山
形

市
長

方
々
と
も
話
を
し
な
が
ら
少
し
で
も
広
が

り
が
で
き
る
よ
う
相
談
を
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
市
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
を
通
し
て

考
え
た
こ
と
」

　

私
た
ち
は
国
語
科
で
「
観
光
大
使
に

な
っ
て
輪
島
の
自
慢
を
発
信
し
よ
う
～
輪

島
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
！
『
来
て
く
だ
っ
し
・
見

て
く
だ
っ
し
・
買
う
て
く
だ
っ
し
ね
』」

と
い
う
題
を
設
定
し
て
、
輪
島
市
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
作
る
に

当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
目
線
で
、
私
た

ち
に
し
か
作
れ
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
ま
し
た
。
得
意
の
イ
ラ
ス
ト
や
吹
き
出

し
に
コ
メ
ン
ト
も
入
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

が
作
っ
た
輪
島
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
是
非
採
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
河
井
小
学
校
6
年
生
39
名
の
皆

さ
ん
が
一
生
懸
命
作
っ
た
輪
島
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
折
り
方
に
も
工
夫
を
し

て
い
ま
し
た
し
、
輪
島
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も

使
っ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
使
い
方

も
上
手
だ
っ
た
し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

て
お
年
寄
り
の
方
に
も
見
や
す
く
、
き
っ

と
観
光
客
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
捉
え

る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ

ん
方
な
ら
で
は
の
目
線
で
、
大
人
が
気
づ

か
な
い
輪
島
の
魅
力
が
満
載
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
取
組
に
対
し
、
先
日
、
素
敵

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
く
れ
た
皆
さ

ん
を
「
輪
島
子
ど
も
観
光
大
使
」
に
任
命

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
全
員
が
、
観

光
客
や
輪
島
を
知
り
た
い
人
た
ち
に
、
上

手
に
輪
島
が
説
明
で
き
る
、い
わ
ゆ
る「
あ

か
り
び
と
」
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

そ
の
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。こ
の「
あ

か
り
び
と
」
と
は
、
輪
島
市
の
観
光
協
会

の
人
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
で
育
成
を
し
て
き

た
輪
島
観
光
を
説
明
で
き
る
、
案
内
を
し

て
く
れ
る
人
た
ち
の
こ
と
で
、
現
在
市
内

に
は
46
名
の
「
あ
か
り
び
と
」
が
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
そ
う
い
う
役
割
を
ぜ
ひ
お
願

い
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
輪
島
市
民
全
員
が
、
魅
力
の
あ
る
輪

島
を
多
く
の
方
々
に
上
手
に
説
明
で
き
れ

ば
、
輪
島
を
も
っ
と
大
好
き
に
な
っ
て
来

て
く
れ
る
観
光
客
の
人
も
増
え
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
学
校
の
社
会
科
や
総
合
学

習
の
時
間
で
、
観
光
客
や
受
け
皿
と
な
る

観
光
施
設
を
調
査
す
る
な
ど
の
総
合
的
な

観
光
学
習
と
い
っ
た
こ
と
を
授
業
の
中
で

取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
7
月
26
日
に
東

京
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
い
し
か
わ
百
万
石

の
つ
ど
い
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
皆
さ
ん
が
作
っ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
輪
島
市
の
ブ
ー
ス
に
置
い

て
、
東
京
な
ど
首
都
圏
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
す

る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
使
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
そ
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
ど
ん
な
ふ
う
に
数
を

増
や
し
て
、
そ
し
て
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
え
る
か
、
私
た
ち
も
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
輪
島
の
観
光
地
の
整
備
に
つ
い
て
」

　

輪
島
の
観
光
地
に
つ
い
て
2
つ
の
提
案

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
千
枚
田
」
に
足
湯
を
つ
く
る

と
い
う
提
案
で
す
。
能
登
半
島
の
先
端
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
見
事
な
景
観
を

眺
め
な
が
ら
足
湯
に
入
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
観
光
客
は
ま
た
来
た
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

き
っ
と
綺
麗
な
景
観
を
眺
め
な
が
ら
足

湯
に
浸
か
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
千
枚
田
の
駐
車
場
や

物
販
施
設
を
つ
く
る
際
に
は
、
あ
の
千
枚

田
自
体
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
ま

す
の
で
、
一
つ
一
つ
直
す
と
い
う
だ
け
で

文
部
科
学
省
の
中
に
あ
る
文
化
庁
に
全
部

相
談
を
し
て
許
可
を
も
ら
わ
な
い
と
、
簡

単
に
直
す
訳
に
は
い
か
な
い
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
足
湯
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
が
文
化
庁
が
許
可
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ま
せ

ん
。
あ
そ
こ
を
直
す
だ
け
で
も
文
化
庁
に

何
べ
ん
も
書
類
を
持
っ
て
行
っ
て
も
か
な

り
注
意
さ
れ
て
、
今
の
姿
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
も
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
輪
島
温
泉
を
源
泉
と
す
る
足

湯
「
湯
楽
里
」
と
い
う
工
房
長
屋
の
近
く

に
足
湯
が
あ
り
、
皆
さ
ん
た
く
さ
ん
使
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ぜ
ひ
と
り

あ
え
ず
は
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
鵠
巣
地

区
の
稲
舟
町
の
遺
跡
「
稲
舟
窯
跡
」（
能

登
最
古
の
瓦
工
場
）
の
整
備
で
す
。
こ
の

貴
重
な
稲
舟
の
財
産
を
地
域
の
住
民
に

も
、
そ
し
て
観
光
客
に
も
わ
か
る
よ
う
に

目
印
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
置
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
稲
舟
の
斜
面
の

段
々
畑
か
ら
見
る
景
色
も
、
私
た
ち
鵠
巣

地
区
の
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
の
6
月
11
日
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
稲
舟
町
の
遺
跡
、
こ
れ
は
昭
和
44
年
7

月
11
日
に
「
稲
舟
古
窯
跡
」
と
い
う
史
跡

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
輪
島
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

は
、
人
家
の
近
く
の
斜
面
で
、
道
幅
が
非

常
に
狭
く
て
危
険
な
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
見
学
す
る
た
め
の
周
辺
整
備
が
こ
れ

ま
で
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
見
学
を
し
に
行
く
と
し
て
も
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

う
い
っ
た
大
切
な
文
化
財
に
興
味
の
あ
る

人
に
と
っ
て
、
そ
こ
が
目
印
と
な
る
も
の

が
設
置
で
き
る
か
ど
う
か
、
地
元
の
方
々

と
少
し
相
談
を
し
て
頑
張
っ
て
み
ま
す
。

　

稲
舟
町
に
は
こ
れ
以
外
に
も
文
化
財
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
珍
し
い
も
の
が
い
っ

⑦河井小学校
　中谷　瑠那 さん

⑧鵠巣小学校
　山形　愛華 さん
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工
野

市
長

古
谷

市
長

ぱ
い
あ
り
ま
す
。「
も
っ
そ
う
祭
り
」
と

い
う
の
も
そ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
稲
舟

台
地
の
方
に
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
た
め

に
「
春
日
用
水
」
が
あ
り
ま
す
。
輪
島
に

は
も
う
1
つ
千
枚
田
の
田
ん
ぼ
を
潤
す
た

め
に
「
谷
山
用
水
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

2
つ
の
用
水
を
作
っ
た
の
は
小
松
市
出
身

の
板
屋
兵
四
郎
と
い
う
人
で
す
。
そ
の
技

術
が
す
ご
い
と
い
う
こ
と
で
、
後
に
加
賀

藩
に
雇
わ
れ
て
、
そ
し
て
金
沢
城
に
水
を

引
く
た
め
の
「
辰
巳
用
水
」
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
「
辰
巳
用
水
」
と
い
う
の
は
、

日
本
の
三
大
用
水
の
一
つ
で
、
こ
の
用
水

を
作
っ
た
人
が
作
っ
た
「
春
日
用
水
」
が

稲
舟
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
私

た
ち
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
皆
さ
ん
が
、
地
域
に
あ
る
と
て
も
素
晴

ら
し
い
財
産
、
そ
う
い
う
も
の
を
理
解
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

◆
第
３
部

「
阿
岸
地
区
の
歩
道
に
つ
い
て
」

　

次
の
2
つ
の
理
由
か
ら
、
阿
岸
地
区
の

国
道
２
４
９
号
線
に
歩
道
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
特
に
池
田
か
ら
北
川
方
面
に
行

く
と
き
の
橋
の
手
前
で
す
。

①
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
近
く

の
知
的
障
害
者
施
設
の
方
た
ち
が
、
そ
の

道
路
を
利
用
し
た
り
し
ま
す
。
白
い
線
が

あ
り
ま
す
が
、
歩
く
と
こ
ろ
は
と
て
も
狭

く
危
険
で
す
。

②
車
を
運
転
す
る
側
に
し
て
も
、
歩
道
が

あ
っ
た
方
が
安
全
に
車
を
運
転
で
き
ま

す
。

　

北
川
か
ら
大
蔵
橋
ま
で
の
間
、
約
6
百

ｍ
に
は
歩
道
は
な
く
て
、
車
道
と
は
白
線

で
区
切
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
の
で
、
歩

行
者
に
と
っ
て
は
危
険
な
状
態
だ
と
思
い

ま
す
。
輪
島
市
と
し
て
も
、
阿
岸
地
区
を

含
め
て
残
さ
れ
て
い
る
危
険
箇
所
に
つ
い

て
、
今
後
と
も
道
路
管
理
者
で
あ
る
石
川

県
に
対
し
て
安
全
安
心
な
道
路
整
備
の
促

進
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

輪
島
市
で
は
毎
年
、
年
1
回
、
市
内
の

18
カ
所
で
各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
行
い
、
そ
の
地

区
に
あ
る
問
題
点
、
あ
る
い
は
市
や
県
へ

の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
「
地

区
懇
談
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

8
月
の
3
日
の
日
に
阿
岸
地
区
で
の
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
河
川
の
問

題
や
、
道
路
の
狭
い
所
の
改
善
、
歩
道
が

な
く
て
危
険
な
箇
所
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
の
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
、
工
野
議
員
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
と

こ
ろ
に
つ
い
て
も
危
険
が
あ
る
と
い
う
お

話
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
輪
島
市

で
対
応
す
る
、
そ
れ
か
ら
国
道
、
あ
る
い

は
県
道
は
県
が
管
理
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
ま
す
の
で
「
こ
れ
は
県
に
要
望

し
ま
す
」
と
い
う
約
束
も
し
て
、
実
際
に

「
地
区
懇
談
会
」
が
終
わ
っ
た
ら
そ
の
要

望
を
ま
と
め
て
県
へ
提
出
す
る
こ
と
を
し

て
お
り
ま
す
。
歩
道
を
つ
け
る
こ
と
や
、

歩
道
が
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
他
の
方
法
で

安
全
対
策
が
で
き
な
い
か
も
含
め
て
県
の

皆
さ
ん
と
十
分
に
相
談
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
輪
島
の
未
来
は
？
」

　

現
在
輪
島
市
で
は
、
市
民
ま
つ
り
を
は

じ
め
大
型
客
船
お
も
て
な
し
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。特
に
市
民
花
火
大
会
は
、

短
時
間
で
多
く
の
花
火
が
打
ち
上
が
っ
て

有
名
に
な
り
、
今
年
も
市
民
だ
け
で
な
く

多
く
の
観
光
客
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
輪
島

市
で
は
、
今
後
町
お
こ
し
の
た
め
の
計
画

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　

輪
島
市
の
持
っ
て
い
る
魅
力
、
歴
史
的

な
価
値
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

「
3
つ
の
里
づ
く
り
」と
い
う
こ
と
を
ず
っ

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。1
つ
は「
漆
の
里
」、

2
つ
目
は
「
禅
の
里
」、
そ
し
て
3
つ
目

に
は
「
平
家
の
郷
」
と
い
う
お
話
を
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
頑
張
っ
て
い
る
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

ま
ち
」と
い
う
位
置
付
け
も
あ
り
ま
す
し
、

他
に
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
ず
つ
う
ま
く
生
か
し

て
町
づ
く
り
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
な
げ
、

そ
れ
が
町
お
こ
し
の
大
事
な
核
に
な
っ
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
輪
島
市
を
取
り
巻
く
い
ろ

い
ろ
な
環
境
を
考
え
た
と
き
に
、
い
く
つ

か
の
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
来
年
3

月
に
は
金
沢
に
新
幹
線
金
沢
駅
が
開
業

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
金
沢
駅
に

1
千
2
百
万
人
の
人
が
乗
り
降
り
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
ふ
う

に
し
て
輪
島
ま
で
来
て
く
れ
る
か
、
来
て

く
れ
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
。
次

に
、
能
越
自
動
車
道
が
あ
り
ま
す
。
富
山

県
の
高
岡
、
砺
波
市
か
ら
輪
島
ま
で
延
長

約
１
０
０
㎞
の
道
路
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
は
富
山
県
の
小
矢
部
・
砺

波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
愛
知
県
ま
で
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
列
島
を
横
断
す

る
形
で
愛
知
県
か
ら
富
山
県
へ
、
富
山
県

か
ら
石
川
県
、
そ
の
１
０
０
㎞
の
道
路
の

計
画
は
輪
島
ま
で
で
す
。
今
、
小
矢
部
・

砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
氷
見
ま
で
来

て
ま
す
。
来
年
の
新
幹
線
が
開
通
す
る
と

き
に
は
氷
見
か
ら
七
尾
ま
で
つ
な
が
り
ま

す
。
七
尾
の
街
の
中
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
田
鶴
浜
と
い
う
と
こ
ろ

の
道
路
を
通
っ
て
能
登
里
山
海
道
に
そ
の

ま
ま
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
の
3

月
以
降
、
こ
の
道
路
の
整
備
と
い
う
の
は

輪
島
区
間
だ
け
に
な
っ
て
き
ま
す
。
輪
島

区
間
の
道
路
に
つ
い
て
も
今
、
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
が
つ
な
が
る
と

愛
知
県
か
ら
輪
島
ま
で
の
道
路
が
つ
な
が

り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
七
尾
ま
で
つ
な

が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
能
登
空
港
ま
で
概
ね

⑨門前西小学校
　工野　遥香 さん

⑩鳳至小学校
　古谷　柊 君
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古
谷

市
長

舩
﨑

市
長

非
常
に
便
利
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
す
ご
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
だ
か

ら
来
年
の
3
月
の
新
幹
線
開
業
ま
で
に
私

た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い

く
つ
か
あ
り
、
1
つ
は
千
枚
田
の
駐
車
場

の
整
備
を
済
ま
せ
ま
し
た
。キ
リ
コ
会
館
、

こ
れ
を
来
年
の
3
月
ま
で
に
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
漆
器
会

館
、
今
、
建
替
工
事
を
し
て
来
年
の
3
月

ま
で
に
こ
れ
も
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て

今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
を
い
ろ
い
ろ
と
輪

島
に
誘
致
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
大
型

客
船
を
迎
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
日
本

一
の
客
船
の
歓
送
迎
と
い
う
こ
と
で
、
日

本
全
国
に
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
て「
あ
わ
び
ま
つ
り
」や「
か

に
ま
つ
り
」
も
知
っ
て
も
ら
い
、
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ま
す
。

　

そ
こ
へ
加
え
て
今
年
、
輪
島
の
あ
ま

ち
ゃ
ん
、
素
潜
り
漁
の
技
術
、
こ
れ
が
い

よ
い
よ
石
川
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
い

う
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

韓
国
・
チ
ェ
ジ
ュ
島
（
済
州
島
）
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
日
本
へ
そ
の
素
潜
り
漁
の
技

術
が
伝
わ
っ
て
き
た
、
そ
し
て
福
岡
県
・

宗
像
市
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
人

が
３
６
０
年
前
に
輪
島
へ
来
て
、
素
潜

り
漁
を
通
し
て
こ
の
地
に
住
み
着
い
て
、

獲
っ
た
あ
わ
び
を
蒸
し
あ
わ
び
と
か
に
し

て
前
田
家
に
納
め
、
そ
う
い
う
歴
史
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
海
女
漁
の
技
術
と
い

う
の
は
す
ご
い
と
い
う
こ
と
で
去
年
「
海

女
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
の
を
輪
島
で
開
き

ま
し
た
。
全
国
の
海
女
さ
ん
の
い
る
地
域

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
契
機
に
し
て
、

輪
島
の
海
女
漁
、
そ
し
て
三
重
県
の
鳥
羽

市
と
志
摩
市
、
そ
こ
に
も
海
女
さ
ん
が
た

く
さ
ん
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
は
千
人
ぐ

ら
い
い
る
そ
う
で
す
。
輪
島
の
海
女
さ
ん

は
1
つ
の
自
治
体
と
し
て
2
百
人
、
こ
れ

は
お
そ
ら
く
日
本
一
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
2
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
今
、
国
の
文
化

財
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
う
追
い

風
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
こ
ろ
へ
、

さ
ら
に
来
年
の
3
月
30
日
か
ら
半
年
間
、

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
輪
島

を
舞
台
に
し
て
「
ま
れ
」
と
い
う
番
組
を

放
送
し
ま
す
。
希
と
い
う
ヒ
ロ
イ
ン
が
、

輪
島
で
成
長
し
て
い
っ
て
、
朝
市
へ
行
っ

て
そ
の
姿
が
映
っ
た
り
、
輪
島
塗
が
映
っ

た
り
、
能
登
半
島
の
先
端
に
し
か
な
い
風

を
よ
け
る
た
め
の
間
垣
や
、
珠
洲
の
揚
げ

浜
塩
田
や
い
ろ
ん
な
能
登
の
自
然
、
文

化
、
伝
統
が
日
本
中
に
半
年
間
放
送
さ
れ

ま
す
。
な
ぜ
能
登
が
選
ば
れ
た
か
と
い
う

と
「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
」
こ
の

能
登
の
素
晴
ら
し
い
人
情
が
一
番
の
決
め

手
に
な
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
人
情
と
い

う
も
の
を
、
お
も
て
な
し
の
心
と
い
う
も

の
を
、
み
ん
な
が
大
切
に
し
て
こ
の
チ
ャ

ン
ス
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
起
こ
り
う
る
こ
と
を

想
定
し
て
、
も
う
臨
機
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
計
画
を
直
し
て
動
い
て
い
く
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
そ
ん
な
ふ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
、
人
口
減
少
で
輪
島
も

含
め
た
奥
能
登
が
将
来
存
続
の
危
機
に
な

る
と
い
う
の
を
見
ま
し
た
。
僕
が
大
人
に

な
っ
た
時
輪
島
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
て

も
不
安
で
す
。
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
も
、
輪
島
市
長
さ
ん
が
描
く
将
来
の

輪
島
市
像
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
将
来
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
人
ご
と
で

は
な
く
て
「
僕
が
能
登
の
、
輪
島
の
将
来

を
ど
う
す
る
ん
だ
、
ど
う
し
て
い
き
た
い

ん
だ
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が
「
輪
島
の
未
来

を
考
え
る
子
ど
も
議
会
」
の
実
は
一
番
大

事
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
み
ん
な
い
ろ
ん

な
こ
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
実

行
に
移
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
イ
デ
ィ
ア
と

努
力
、
そ
れ
を
ぜ
ひ
私
た
ち
も
受
け
止
め

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
も
っ
と
魅
力
あ
る
町
に
す
る
た
め
に
」

　

も
っ
と
輪
島
が
発
展
し
、
若
い
人
た
ち

が
こ
の
輪
島
市
に
残
っ
て
い
た
い
と
思
う

た
め
に
は
、
大
学
や
専
門
学
校
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
行
く
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
る
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
、
親
に
負
担
が
か
か
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で

大
学
や
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、家
か
ら
通
え
る
所
に
大
学
が
あ
れ
ば
、

経
済
的
に
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
私
が
高

校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
は
無
理
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に

も
、
近
い
将
来
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

輪
島
市
内
に
大
学
や
専
門
学
校
が
で
き

れ
ば
そ
こ
で
学
び
た
い
と
思
う
地
元
の
若

者
も
輪
島
に
留
ま
る
と
同
時
に
、
市
外
か

ら
も
そ
の
学
校
で
学
び
た
い
と
い
う
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
移
り
住
ん
で
、
人
口
流
出

の
歯
止
め
と
な
る
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ
な

学
生
の
皆
さ
ん
の
食
費
な
ど
の
生
活
費
が

市
内
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
効
果
は
大
き
く
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
地
域
に
し
か
あ
り
得
な
い
、
こ
の
地

域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
学
校
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
15
年
に
能
登
空
港
が
で
き
る
と

い
っ
た
時
に
、
空
港
が
近
く
に
あ
っ
た
方

が
都
合
の
い
い
学
校
は
い
う
こ
と
で
、
日

本
航
空
学
園
を
な
ん
と
か
誘
致
し
た
く
て

努
力
し
ま
し
た
。
高
校
生
と
大
学
生
、
教

え
る
教
職
員
含
め
て
９
５
０
名
を
超
え
る

人
た
ち
が
あ
の
学
校
を
中
心
に
勉
強
し
て

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
輪
島
は
輪

島
塗
が
す
ご
い
か
ら
漆
芸
技
術
研
修
所
と

い
う
学
校
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
概
ね
毎

年
60
人
ほ
ど
の
人
が
全
国
の
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
来
て
、
漆
に
一
生
懸
命
に
向
き

合
っ
て
勉
強
し
て
、
そ
こ
を
卒
業
し
て
も

ま
た
地
元
の
漆
器
の
先
生
の
と
こ
ろ
で
勉

強
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
も
も

⑪鳳至小学校
　舩﨑　さくら さん
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鶫

市
長

う
少
し
ア
イ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、
海
が

あ
る
か
ら
海
に
関
連
し
た
学
校
を
つ
く
る

と
か
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
働
く
と
こ
ろ
が
最
終
的
に
な

か
っ
た
ら
、
こ
の
地
に
人
は
残
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
輪
島

で
言
う
と
海
士
町
、
輪
島
崎
を
中
心
と
し

た
漁
業
者
の
い
る
地
域
は
目
の
前
に
海
、

仕
事
場
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
も
孫
も
代
々

漁
師
を
継
い
で
い
る
と
こ
ろ
は
子
ど
も
の

数
が
あ
ま
り
減
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ

け
は
事
実
で
す
。
で
す
か
ら
、
働
く
場
所

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
そ
の
地
域

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
は
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
輪
島
に
『
に
ぎ
わ
い
』
を
取
り
も
ど
す

た
め
に
」

　

6
月
に
開
催
さ
れ
た
「
市
民
ま
つ
り

２
０
１
４
」
は
、大
勢
の
人
が
来
て
お
り
、

夜
に
行
わ
れ
た
花
火
大
会
も
と
て
も
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
パ
レ
ー
ド
の
よ

う
な
楽
し
い
企
画
を
続
け
れ
ば
、
毎
年
た

く
さ
ん
の
人
が
輪
島
に
集
ま
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
た

と
え
ば
、
今
度
キ
リ
コ
の
展
示
施
設
が
新

し
く
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
和
太

鼓
の
演
奏
や
獅
子
舞
の
実
演
な
ど
を
毎
日

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
朝
市
の
利
用

客
に
割
引
券
を
配
っ
て
宣
伝
し
た
り
す
れ

ば
、
見
学
者
が
多
く
な
り
、
輪
島
に
に
ぎ

わ
い
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
市
と
し
て
輪
島
が
に
ぎ
わ
う
よ

う
な
取
組
を
計
画
し
て
い
ま
す
か
。

　

今
年
の
市
民
ま
つ
り
は
倭
の
島
交
流
大

パ
レ
ー
ド
に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
大
好
き
な
ミ
ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー

た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
夜
に
は

1
万
6
千
発
を
超
え
る
大
花
火
大
会
も
実

施
さ
れ
、
市
民
を
は
じ
め
市
の
方
だ
け
で

は
な
く
て
県
内
・
県
外
か
ら
も
す
ご
く
た

く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
多
く
の
観
光
客
が
輪
島

に
来
て
い
た
だ
い
て
、
素
晴
ら
し
い
と
感

じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
客
に
と
っ
て
は
、

見
る
だ
け
で
は
な
く
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
の
が
最
大
の
魅
力
ら
し
い
で

す
か
ら
「
あ
わ
び
ま
つ
り
」
と
か
「
か
に

ま
つ
り
」、
こ
れ
も
盛
り
上
が
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
白
米
千
枚
田
」
１
０
０
４
枚

の
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
の

景
観
を
ず
っ
と
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
実

は
大
変
な
こ
と
で
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
や
、
会
費
を
出
し
て
も
ら
っ
た
方

に
そ
の
田
ん
ぼ
の
オ
ー
ナ
ー
会
員
に
な
っ

て
も
ら
い
、田
植
え
も
し
て
も
ら
っ
た
り
、

稲
刈
り
も
し
て
も
ら
っ
た
り
、
少
し
で
も

お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
収
穫
が
終
わ
る
と
千
枚
田
で
の
結
婚

式
を
や
っ
た
り
、
2
万
1
千
個
の
「
あ
ぜ

の
き
ら
め
き
」
を
行
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
年
3
月
に
完
成
予
定
の
新

輪
島
の
キ
リ
コ
会
館
で
す
が
、
そ
の
敷
地

内
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
設
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
太
鼓
の
演
奏
会
、
三
井
に
も
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
獅
子
舞
の
実
演
が
可
能
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
屋
内
に
展
示

し
て
い
る
5
ｍ
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
キ
リ
コ

を
建
物
の
中
か
ら
外
へ
お
客
さ
ん
に
担
い

で
も
ら
う
、
そ
ん
な
体
験
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

関
係
の
い
ろ
ん
な
誘
致
も
行
っ
て
、
少
し

で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
輪
島
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
講
評
】
小
橋
明
直
教
育
委
員
長

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
輪
島

を
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
皆
さ
ん

の
発
言
を
聞
い
て
心
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
郷
土
へ
の
愛
情
を
失
っ
た
人
の
発
言

を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
な
に
か
冷
た
く
寂

し
い
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
質

問
に
は
と
て
も
温
か
い
感
じ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
多
く
の
方
の
質
問
が
と

て
も
よ
く
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

輪
島
の
全
体
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
元
気

の
出
る
輪
島
の
在
り
方
を
提
案
し
、
質
問

書
の
作
成
を
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
個
人
的
な
質
問
で
は
な
く
、

学
級
や
学
年
で
討
議
を
重
ね
、
多
く
の
人

の
考
え
が
集
約
さ
れ
て
「
ど
う
し
て
も
市

長
さ
ん
に
質
問
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
た
質
問
が
出
て
き
て
い
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
ま
た
、
話
し
合
い
を
進

め
る
中
で
課
題
に
ぶ
つ
か
り
、
ど
う
し
て

も
自
分
た
ち
で
は
解
決
で
き
な
い
、
そ
こ

で
市
長
さ
ん
に
質
問
す
る
と
い
う
、
理
想

的
な
質
問
も
今
年
度
の
良
い
点
だ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
授
業
と
深
く
関
係

し
た
質
問
の
作
成
も
今
ま
で
見
ら
れ
な
い

こ
と
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
質
問
が
「
元
気
の
出
る
輪
島

づ
く
り
」「
住
み
や
す
い
輪
島
づ
く
り
」

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
さ
ん
も
答
弁
の
中
で
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
輪
島
は
ま
さ
に
皆
さ

ん
が
主
人
公
で
す
。
現
在
の
輪
島
や
奥
能

登
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
克
服
す
る
の
は

皆
さ
ん
の
生
き
方
次
第
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

ど
う
か
一
人
一
人
が
一
日
一
日
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
が
今
よ
り
も
元
気
に

な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
今
日
の
子
ど
も
議
会
の
よ
う
な
純
度

の
高
い
素
直
な
心
の
表
現
は
、
見
る
人
の

心
を
、
聞
く
人
の
心
を
動
か
し
ま
す
。
輪

島
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
多
く
の

友
達
や
大
人
の
心
を
変
化
さ
せ
る
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

⑫三井小学校
　鶫　勝仁 君
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●決算状況から見る経費

種　類 金　額 歳出総額に
占める割合

市民１人あたりに
要した経費※

議会費 2 億 1,849 万円 0.9％ 7,398 円
総務費 32 億 3,392 万円 13.9％ 109,498 円
民生費 42 億 7,942 万円 18.3％ 144,898 円
衛生費 23 億 4,403 万円 10.0％ 79,367 円
労働費 8,425 万円 0.4％ 2,853 円
農林水産業費 10 億 7,094 万円 4.6％ 36,261 円
商工費 7 億 7,008 万円 3.3％ 26,074 円
土木費 34 億 7,578 万円 14.9％ 117,688 円
消防費 10 億 3,171 万円 4.4％ 34,933 円
教育費 19 億 5,132 万円 8.4％ 66,070 円
災害復旧費 3 億 7,004 万円 1.6％ 12,529 円
公債費 45 億 1,054 万円 19.3％ 152,724 円

合　計 233 億 4,052 万円 100.0％ 790,293 円

●平成 25 年度歳入歳出決算
①歳入決算額 247 億 6,139 万円
②歳出決算額 233 億 4,052 万円
③形式収支（①－②） 14 億 2,087 万円
④翌年度へ繰り越すべき財源 9 億 2,095 万円
⑤実質収支（③－④） 4 億 9,992 万円

決
算

輪
島
市
の
家
計
簿

　

「
輪
島
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
平
成
25
年
度

の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
の
1
年
間
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
い
く
ら
な
の
か
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
普
通
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市債残高は
平成 24 年度末と比較して
11 億 1,484 万円減

自主財源
（17.1％）

42 億 2,661 万円

依存財源（82.9％）
205 億 3,478 万円

その他（6.3％）
15 億 6,547 万円

市税（10.8％）
26 億 6,114 万円

地方交付税（42.3％）
104 億 8,588 万円

市債（11.9％）
29 億 3,430 万円

国庫支出金（20.2％）
50 億 1,430 万円

県支出金（6.3％）
15 億 5,386 万円

その他（2.2％）
5 億 4,644 万円

247 億 6,139 万円

歳入

※平成 26 年 3 月 31 日現在の人口　29,534 人を基に算出
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財政用語解説

◆普通会計
　地方公共団体相互間の比較ができるように地
方財政統計上統一して用いられる会計のこと。
　輪島市では「一般会計」「有線放送テレビ事
業特別会計」「土地取得事業特別会計」を合算
して、重複額を控除した数字が普通会計に相当。

◆特別会計
　特定の事業を行う場合、特定の資金を保有し
てその運用を行う場合、その他特定の歳入を
もって特定の歳出にあて一般の歳入歳出と区分
して経理する会計のこと。
　地方自治法の規定により条例で特別会計を設
置することができる。

◆企業会計
　地方公共団体が経営する企業の会計のこと。
地方公営企業法が適用される事業で、その事業
の収入で支出を賄う独立採算の会計。
　輪島市の場合は水道事業と病院事業が企業会
計にあたる。

◆市債
　市が国や民間金融機関などから長期的に借り
入れる資金のこと。

◆形式収支
　歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額。

◆実質収支
　収入と支出の実質的な差額をみるもので、形
式収支から翌年度に繰り越すべき財源を差し引
いた額です。実質収支がマイナスになると、赤
字団体とされています。

◆自主財源
　地方公共団体の財源のうち、国に依存しない
で独自に調達できるもの。地方税のほか、手数
料・使用料・寄付金など。

◆依存財源
　地方公共団体などが，国や県に依存するかた
ちで調達する財源。地方交付税のほか国庫支出
金・地方譲与税・県支出金など。

◆義務的経費
　地方公共団体の歳出のうち、支出が法令など
で義務付けられ、任意に縮減できない性質の経
費。人件費・公債費・扶助費など。

◆投資的経費
　地方公共団体歳出のうち、その支出が資本形
成に向けられる経費。普通建設事業費・災害復
旧事業費・失業対策事業費など。

◆目的税
　一定の政策に充てられることが、あらかじめ
明確に定められている税金のこと。
（例）「入湯税」
　環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
　消防活動に必要な施設の整備
　観光施設の整備
　観光の振興
（例）「都市計画税」
　都市計画事業・土地区画整理事業の費用

◆出捐
えん

金
　寄付金のこと。

●決算状況から見る市税

税　目 金　額 市税総額に
占める割合

市民１人あたりの
負担額※

個人市民税 8 億 1,174 万円 30.5％ 27,485 円
法人市民税 1 億 3,900 万円 5.2％ 4,706 円
固定資産税 12 億 8,257 万円 48.2％ 43,427 円
軽自動車税 6,250 万円 2.3％ 2,116 円
市たばこ税 2 億    381 万円 7.7％ 6,901 円
入湯税 2,530 万円 1.0％ 857 円
都市計画税 1 億 3,622 万円 5.1％ 4,612 円

合　計 26 億 6,114 万円 100.0％ 90,104 円

●目的税の使途

税　目 目　的 金　額 目的税額に
占める割合

入湯税

環境衛生施設 184 万円 7.3％
消防施設 322 万円 12.7％
観光施設 438 万円 17.3％
観光振興 1,586 万円 62.7％

合　計 2,530 万円 100.0％

税　目 目　的 金　額 目的税額に
占める割合

都市計画税
下水道等 5,140 万円 37.7％
都市計画道路 8,482 万円 62.3％

合　計 1 億 3,622 万円 100.0％

●市有財産の状況
種　類 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

土地 6,308,711.59㎡ 8,211.06㎡ 6,316,922.65㎡
建物 239,539.45㎡ △ 1,467.86㎡ 238,071.59㎡
出資・出捐金 169,908,800 円 △ 4,000 円 169,904,800 円
株券 40,193,000 円 10,000,000 円 50,193,000 円

233 億 4,052 万円

人件費（10.9％）
25 億 4,518 万円

扶助費（9.5％）
22 億 1,746 万円

公債費（19.3％）
45 億 1,054 万円

普通建設事業費（18.5％）
43 億 2,619 万円

災害復旧事業費
（1.6％）

3 億 7,004 万円

物件費（10.0％）
23 億 2,166 万円

補助費等（14.6％）
34 億 1,205 万円

その他（15.6％）
36 億 3,740 万円

義務的経費
（39.7％）

92 億 7,318 万円

投資的経費
（20.1％）

46 億 9,623 万円

その他経費
（40.2％）

93 億 7,111 万円

歳出
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◆収益的収支
　当該年度の企業の経営活動で発生する収益
と、それに対応する費用で、収入は、サービス
の提供の対価としての料金収入が主体。支出に
はサービス提供に要する職員給与費、支払利息、
建物などの固定資産の減価償却費などを計上。

◆資本的収支
　企業の事業によるサービス提供を維持し、将
来的な利用増に対処するとともに、経営規模の
拡大を図るために要する諸設備の整備・拡充な
どの資産の取得に要する経費や、施設の取得に
要した企業債の元金償還金などの支出と、資産
の取得に要する企業債などの収入を計上。

◆過年度分損益勘定留保資金
　過年度に費用に計上された、現金支出を伴わ
ない減価償却費等に相当する額が使用されず、
内部に留保された資金のこと。

◆当年度分消費税資本的収支調整額
　資本的支出に係る消費税額から、資本的収入
に係る消費税額を引いた額が、企業内部に留保
された資金のこと。

◆健全化判断比率
　自治体財政の透明化をはかるため、財政健全
化法で公表が義務づけられた数値。数値が基準
を超えると、国から健全化計画の策定を求められ
る「早期健全化団体」や、自主的な財政運営が
制限される「財政再生団体」となる。「実質赤字」

「連結実質赤字」「実質公債費」「将来負担」の
四つの比率から成る。

◆（連結）実質赤字比率
　一般会計等の実質収支の状況について、赤字
の程度を指標化したもので、実質的な赤字が市
税等の一般財源の規模に対してどの程度の割合
になるかをみるもの。
　「連結」と付く場合は対象に公営企業も含む。

◆実質公債費比率
　地方債の元利償還金や公営企業における地方
債の元利償還金に対する繰出金などの公債費に
準じるものを含めた実質的な公債費相当額が市
税等の一般財源の規模に対してどの程度の割合
になるかをみるもの。過去 3 年度間の平均値を
用いる。

◆将来負担比率
　一般会計等の借入金や将来支払う可能性のあ
る負担等の現在高の程度を指標化したもので、
将来の負担額が市税等の一般財源の規模に対し
てどの程度の割合になるかをみるもの。

◆資金不足比率
　ある会計での営業収益に対する手持ち資金の
不足額の割合。この割合が経営健全化基準以上
となった場合、経営健全化計画を策定し公表す
るなどの措置をとらなければならない。

●特別会計の決算状況
会計名 歳　入 歳　出 収　支

国民健康保険
（事業勘定） 44 億 4,257 万円 44 億 2,058 万円 2,200 万円

国民健康保険
（直営診療施設勘定） 7,932 万円 4,867 万円 3,065 万円

後期高齢者医療事業 4 億 8,444 万円 4 億 8,048 万円 396 万円
介護保険 40 億 2,123 万円 39 億 7,383 万円 4,740 万円
臨海土地造成事業 3,482 万円 1,382 万円 2,100 万円
公共下水道事業 8 億 4,000 万円 8 億 4,000 万円 0 円
特定環境保全
公共下水道事業 4 億    401 万円 4 億    401 万円 0 円

農業集落排水事業 6,752 万円 6,752 万円 0 円
漁業集落排水事業 4,025 万円 4,025 万円 0 円
浄化槽事業 9,051 万円 9,038 万円 12 万円

●企業会計の決算状況
会計名 区　分 収　入 支　出 差　引

病院事業
収益的収支 33 億 9,685 万円 33 億 8,635 万円 1,050 万円
資本的収支 3 億 9,891 万円 5 億 4,762 万円 △ 1 億 4,871 万円

☆資本的収支の不足額について
　資本的収支における差引不足額 1 億 4,871 万円は、過年度分損益勘定留保資金 1 億 4,841
万円および当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額 30 万円で補てんしました。

会計名 区　分 収　入 支　出 差　引

水道事業
収益的収支 8 億 8,657 万円 8 億 9,758 万円 △ 1,101 万円
資本的収支 2 億 9,657 万円 6 億 2,988 万円 △ 3 億 3,331 万円

☆資本的収支の不足額について
　資本的収支における差引不足額 3 億 3,331 万円は、過年度分損益勘定留保資金 3 億 3,075
万円および当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額 256 万円で補てんしました。

●市債の借入先別内訳

借入先 残　高 市債残高に
占める割合

財政融資資金 154 億 3,724 万円 43.9％
市中銀行 66 億 9,820 万円 19.0％
旧郵政公社資金 26 億 2,678 万円 7.5％
その他金融機関 71 億 6,167 万円 20.3％
その他 32 億 8,382 万円 9.3％

合　計 352 億    771 万円 100.0％

●市債の目的別内訳

種　類 残　高 市債残高に
占める割合

市民１人あたりの
市債残高※

土木債 145 億 4,978 万円 41.3％ 492,645 円
農林水産業債 27 億 4,445 万円 7.8％ 92,925 円
衛生債 36 億 1,305 万円 10.3％ 122,335 円
教育債 21 億 9,794 万円 6.2％ 74,421 円
その他 121 億    249 万円 34.4％ 409,782 円

合　計 352 億    771 万円 100.0％ 1,192,108 円

※平成 26 年 3 月 31 日現在の人口　29,534 人を基に算出
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①健全化判断比率

項　目 H25 決算 H24 決算 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － － 12.96％ 20.00％
連結実質赤字比率 － － 17.96％ 30.00％
実質公債費比率 15.1％ 15.2％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 141.9％ 151.7％ 350.0％

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示。

②資金不足比率

会計名 H25 決算 H24 決算 経営健全化
基準

臨海土地造成事業特別会計 － －

20.0％

公共下水道事業特別会計 － －
特定環境保全公共下水道事業特別会計 － －
農業集落排水事業特別会計 － －
漁業集落排水事業特別会計 － －
浄化槽事業特別会計 － －
病院事業会計 － －
水道事業会計 － －

※資金不足額がない場合は、「－」と表示。
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●平成 25 年度がんばる輪島応援寄附金充当先
寄附金を充てる施策 ご寄附を頂いた方 寄附金を充てた事業 寄附充当額

1 高齢者福祉の充実

中納　政次　様
一枚田　忠雄　様
平谷　清一郎　様
岩城　忠一郎　様
池端　良伸　様
坂本　茂樹　様　ほか

自家用有償旅客運送事業費 1,382,000 円

2 子育て支援事業 大下　陸郎　様　ほか 地域組織活動育成助成費 410,000 円

3 自然環境の保全事業

小野田　康行　様
堀　義博　　　様
吉澤　一翁　　様
大越　惠子　　様
渡部　省三　　様
㈲古倉工務店　様　ほか

広葉樹植栽事業費 320,000 円

4 教育環境の充実 笹谷　守　様
林　賢一　様　ほか

小学校教材等費 67,500 円
中学校教材等費 67,500 円

5 奨学金基金への積立て 笹谷　守　様　ほか 奨学金基金等費 120,000 円

6 伝統工芸及び地域文化
    の保存及び継承

寺沼　幸子　様
上野　健　様
中門　淳　様
小室　治夫　様　ほか

漆器普及宣伝費 295,000 円

7 その他市長が必要と認
　める事業

鈴木　康雄　　様
坂元　多一郎　様
土田　稔　　　様
名和　清朱　　様　ほか

能登平家の郷構想推進事業費 310,000 円

禅の里づくり事業費 310,000 円

合　計 3,282,000 円

※ご寄附頂いた方のお名前は、公表の同意を頂いた方のみ掲載しております。
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地域安全ニュース 2014.10
輪島警察署　☎２２－０１１０
輪島穴水防犯協会　☎２３－０５１０

10 月 11 日～ 20 日　全国地域安全運動期間
　地域に住む人たちが、互いに協力し「犯罪・事故・災害」を未然に防ぎ、安全で住みよいまちにしていくた

めの運動です。輪島警察署では、期間中、地区防犯委員やボランティア団体の方々と連携し、様々なイベント

等を計画し、防犯活動を強化します。

輪島警察署管内で懸念される犯罪被害

【振り込め詐欺及び類似詐欺被害】

　輪島署管内では本年度 300 万円をだましとられる被害が発生しています。また未遂事件も発生しています。

大切な財産をだまし取られないように不審な電話には、すぐに振り込まない、送金しない、必ず誰かに相談を

しましょう。

【盗難被害】

 のどかな田舎はカギをかけなくても大丈夫。むしろカギをかけている方が不審であるし、コミュニケーショ

ンがとれないという話を聞くことがあります。道路事情や車社会が発展し、また観光地として能登が注目され

ている中、地域住民だけでなく、様々な人が出入りします。近隣のコミュニケーションをとるためとカギをか

けないで誰でも気軽に出入りできるようにしていると非常に危険です。田や畑にいくときでも必ずカギをかけ

ましょう。

【万引き被害】

　万引きは少年の非行として注意されていましたが、近年では成人や高齢者の万引きが多発しています。軽い

気持ちで自分一人くらいと思って犯行に及ぶ人が多いのですが、地域の住民が犯罪者になったり犯罪被害に遭

わないように「万引きをさせない環境づくり」をめざし、また見つけた場合はすぐに警察に通報し、常習させ

ないようにしましょう。

「宝くじ号」青パトが来ました！
　石川県防犯協会連合会より、宝くじ号の青色回転灯装備車（青パト）が配備されました。

　石川県内では宝くじ号の青パトは 4台目になります。犯罪抑止のための活動車として有効かつ積極的に広く

使用していきたいと思います。活用に良いアイディア等ありましたらぜひご連絡ください。
　

輪島警察署管内事故状況
8 月 （前年同月比） 2014 年 （前年同月比）

人身事故 2 件 （± 0 件） 26 件 （＋ 2 件）
死者 0 人 （± 0 人） 1 人 （－ 1 人）
負傷者 2 人 （± 0 人） 28 人 （＋ 5 人）

物損事故 59 件 （－ 2 件） 351 件（－ 70 件）

○第３回　日時　10 月３日（金）　13:30 ～ 15:30
　　　　　内容　ミニ講座・座談会「若者の就労支援をとおして」
　　　　　講師　NPO 法人　ワンネススクール　代表　森　要作　氏
○第４回　日時　11 月 18 日（火）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　　　　内容　ひきこもり当事者から家族へのメッセージ
◆対　象　ひきこもりの状態（概ね 40 歳未満）にある人の家族
◆場　所　能登空港ターミナルビル　４階多目的室
◆参　加　事前申込
◆申し込み先　石川県能登北部保健福祉センター　健康推進課
　　　　　　　☎２２－２０１１

ひきこもり
家族教室
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●境界線ぎりぎりに建物を建てられた

　自宅の隣で、 最近、 車庫の増築工事が始ま

りましたが、 当方の敷地との境界線ぎりぎりに

建物が建ちそうです。 このような場合、 この建

物の建築を止めさせることができるでしょうか。

　民法には、 建物を建築するとき、 特別の慣

習がある場合を除き、 境界線から５０センチ離

して建物を建てなければならないという規定が

あります。 また、 建築基準法では、 都市計画

で定められた防火地域または準防火地域で

は、 耐火構造の外壁を設ければ境界線に接

して建物を建てることができるとされています。

　したがって、 防火地域または準防火地域で

耐火構造の外壁を設ける場合以外は、 原則

として、 境界線から５０センチ離して建物を建

てなければなりません。 境界を接する隣接地

の所有者は、 このような規制に違反して建物

を建てようとしている建築主に対し、 境界線か

ら５０センチ離して建物を建てるよう請求するこ

とができるのです。

　ただし、 隣接地の所有者が建築の中止や変

更を求めることができるのは、 建築主が建物

の建築に着手してから１年以内で、 かつ、 建

物がまだ完成していない間に限られます。 この

ため、 違法な建物の建築に気づいたら、 対応

を急ぐ必要があります。

　建築主に何も請求しないうちに建物が完成し

てしまい、 建築の中止や変更を求めることがで

きなくなった場合も、 境界線近くに建てられた

建物のために圧迫感を受けたり、 採光や通風

に支障が生じた場合は、 違反建築を建築した

建築主に対し、 損害の賠償を求めることがで

きるかもしれません。

　建物に関する以上のような規制は、 互いに

暮らしやすい住環境をつくるために設けられて

いるものです。 隣人とのトラブルは、 とかく尾を

引きがちですから、 お互いのことを気遣って、

暮らしやすい環境を作るよう心がけたいもので

す。

★輪島ひまわり基金法律事務所

輪島市河井町１５部１番地 ＮＴＴ輪島ビル１階

金沢弁護士会所属　弁護士　杉森 芳博

☎２３－１５４５　　平日　9:30 ～ 17:00

（時間外 ・ 休日のご相談はお問い合わせください）

ちょっと
寄ってみんけ？
法律相談室

連載コラム

34人目

輪島消防署だより
輪島消防署　☎２２－０３２７
門前分署　　☎４２－０６４９
町野分遣所　☎３２－０１１９

普通救命講習会
　毎年 9 月 9 日は「救急の日」として国民に救急業務への理解と認
識を深めていただくとともに、救急医療関係者の意識の高揚を図るこ
とを目的として定められました。輪島市防火協会では、普通救命講習
会を 9 月 8 日（月）、9 日（火）に行い、会員の中から 15 事業所 126
人が参加し、応急手当に関する知識と技術の向上並びに救急思想の普
及、啓発を図りました。

防火意識の向上のために！
　第 31 回事業所防火訓練大会（輪島市防火協会主催）が 9 月 19 日（金）
に消防署前三角州で開催され、市内の事業所から 25 チーム 83 人が
参加し、日ごろの訓練の成果を競い合いました。

大会結果
チーム名

優勝 航空自衛隊輪島分屯基地

2 位 北陸電力㈱輪島営業所

3 位 特別養護老人ホーム 
あての木園

敢闘賞

ミズノスポーツサービス

シシ☆ハンター
（農林水産課）

石川サンケン㈱町野工場

努力賞

介護老人保健施設
百寿苑

チーム イエロー
（総務課）

教育委員会

ゼーム１
（税務課） 優勝した自衛隊チームの皆さん

大会の様子

正しい知識と技術は救命率の向上につながります
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千
枚
田
の
実
り
の
中
で

千
枚
田
結
婚
式
・
稲
刈
り　

　

　

9
月
21
日
（
日
）、
白
米
千
枚
田
で
毎
年

恒
例
の
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
参
列
者
や
観
光
客
ら
が
見

守
る
中
、
二
組
の
夫
婦
が
共
同
作
業
で
稲
を

刈
り
、田
の
神
に
永
遠
の
愛
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
に
は
稲
刈
り
も
行
わ
れ
、
千
枚

田
オ
ー
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
市
内

外
か
ら
５
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲今年の結婚式に参加した2組の夫婦

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ウ
ェ
ル
カ
ム
デ
ー

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
来
航　
　

　

　

9
月
14
日
（
日
）、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
客
船

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
が
来
航
し
ま
し
た
。

　

本
船
は
今
年
6
月
以
来
の
寄
港
で
し
た
が
、

入
港
、
出
港
時
と
も
に
岸
壁
に
は
多
く
の
市
民

が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
型
客
船
の
入
港
は
、
今
回
で
最
後

と
な
り
ま
す
。
来
年
も
日
本
一
の
お
も
て
な
し

を
継
続
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲入港時には太鼓の演奏でお迎え

　輪島市女性センター（鳳至町）では、男女共同参画（男女が互いに助け合い、尊重し合いながら、一緒に暮
らしやすい社会をつくること）普及啓発のために各種事業を行っています。今回はその中から「男の料理教室」
をご紹介します。

「男の料理教室」
　男性も自立した生活を送ることができるよう、
家事能力の向上をめざして、「男の料理教室」を
実施しています。参加しているお父さん方が、準
備・調理・盛り付け・後片付けまで全て自分たち
で行っており、回を重ねるごとに腕前が飛躍的に
向上しています。
　次回は 10 月 30 日（木）を予定しています。

問輪島市女性センター　☎２２－７６２０

男女共同参画事業の紹介

写真：料理に挑戦する男性参加者たち。
　　　今では料理をするのが楽しみになっ
　　　ています。

▲はざ掛けも体験しました
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侵入竹の除去
　竹林の管理放棄に伴い、周辺森林へ
竹の生育区域が拡大しており、手入れ
不足人工林に竹の侵入が見られます。
　このような場合、林内が更に暗くな
り森林の公益的機能が一層低下するこ
とから、手入れ不足人工林に侵入した
竹と、その発生源となる放置竹林の除
去を実施していきます。

強度間伐
　手入れ不足となっている人工林で適切な強度
間伐（木の間引き）を行い、林内を明るくして
下草や広葉樹の生長を促すことで、「緑のダム」
ともいわれる、保水力が高い健全な森林へ誘導
します。

強度間伐を実施！ 林内に光を入れて下草や広葉
樹の育成を促す

【イメージ図】

通常の間伐より多め
に間引きします

間伐前 ５年後

　森林環境税の一部を活用し、 県民の理解と参加を促す活動にも取り組んでいます。

2 県民の理解と参加による森づくり

毎年 10 月に県民森づくり大会を開催 子供達を対象とした森林環境教育 ボランティアによる森づくり活動

いしかわ森林環境税、造林補助制度についての問い合わせは
　石川県森林管理課（税による森づくり事業、造林補助制度に関すること）　  ☎０７６－２２５－１６４２
　石川県総務部税務課（税に関すること）　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎０７６－２２５－１２７１
　いしかわ森林環境税のホームページ　　　　　　　　 http://www.pref.ishikawa.jp/shinrin/zei/index.html

「いしかわ森林環境税」による森づくり
　県土の７割を占める森林は、 水を育んだり、 山地災害を防ぎ、 二酸化炭素を吸収するなど、 私たち
の暮らしに多くの恵みを与えてくれる県民共有の財産です。しかし、木材価格の低迷や山村の過疎化・
高齢化等により、 間伐等の適切な手入れが行われなくなり、 このままでは森林が荒廃し、 森林のもつ
機能の低下により、 私たちの安全で安心な暮らしへの影響が懸念されています。
　このため、 県では、 平成 19 年度から県民一人当たり年税 500 円の 「いしかわ森林環境税」 をいた
だいて、 手入れ不足の人工林の整備や県民の理解と参加による森づくりを推進しています。

除去前 除去後

1 手入れ不足の人工林の整備
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　NHK 金沢放送局と輪島市では、12 月 4 日（木）に
「BS 日本のうた」の公開録画を行います。

　観覧を希望される方は、次の要領でお申し込みくだ
さい。
日　時　12 月 4 日（木）
　　　　18:40 開演（開場 18:00、終演予定 20:40）
場　所　輪島市文化会館
ゲスト　未定（決まり次第市公式サイト等でお知らせ
　　　　します）
司　会　吉田一貴アナウンサー
放送予定　未定（決まり次第市公式サイト等でお知ら
　　　　　せします）
観覧申込　入場は無料ですが、下図を参考に郵便往復
　　　　　はがきでお申し込みください。

応募締切　11 月 13 日（木）必着
応募に際する注意
※郵便往復はがき以外での応募や、記入もれは抽選の
　対象外となりますのでご注意ください。
※応募多数の場合は抽選のうえ、1 枚で 2 人入場でき
　る入場整理券をお送りします。
※満 1 歳以上のお子さまから入場整理券が必要です。
※当選は 1 人 1 枚です。
※インターネットオークションなどでの転売を目的と
　したお申し込みは固くお断りします。なお、売買を
　目的としたお申し込みであると判明した場合には、
　抽選対象外とさせていただきます。
※ご応募の際にいただいた情報は抽選結果の連絡のほ
　か、NHK では受信料のお願いに使用させていただ
　く場合があります。

問教文化課　☎２２－７６６６
　NHK プラネット中部
　☎０５２－９５２－７３８１（平日 10:00 ～ 18:00）

52 461-0005

名古屋市東区東桜 1-13-3

NHK プラネット中部
「BS 日本のうた」係

こちらの面には何も記入
しないでください。

（抽選結果を印刷します）

往信（おもて） 返信（うら）

52

応募者の
・郵便番号
・住所
・名前

応募者の
・郵便番号
・住所
・名前
・電話番号

返信（おもて） 往信（うら）

「BS 日本のうた」公開録画
観覧者を募集‼

のと里山空港 10 月のイベント 10 月 12 日（日）は「空の日フェスタ」！

①東京へ行こう！能登空港ウルトラクイズ
②東京へ行こう！紙飛行機　的入れゲーム
③能登よさこい祭り　空の陣
④県消防防災へリ救助訓練デモンストレーション
⑤県警音楽隊によるマーチング
⑥かわいい風船　バルーンアート
⑦空港内バスツアー

⑧のっぴーグラス作り
⑨子ども自動車乗車会
⑩空の日絵画展
⑪ロコモ度をチェックして足腰を元気にしよう
⑫つってつって、のっぴーでハッピー
⑬まいもん市
⑭のっぴーフリマ　ほか

　能登空港往復利用旅行券が当たる「能登空港ウルトラクイズ」、「紙飛行機的入れゲーム」や日頃は絶対に入れ
ない制限区域で滑走路の近くから航空機の離発着を見学できる「空港内バスツアー」など多彩なイベントを開催！

19 日（日）　15:15 ～　おらが故郷お国自慢　長谷部太鼓による「ミニコンサート」　協力：穴水町
問能登空港「空の日」実行委員会　☎２６－２１００

10/12（日）
10:00 ～ 16:30
日本航空学園

「航空祭」同時開催

日本航空学園能登空港キャンパス　航空祭 2014 夢・空・11 ～ Yume Sora 11th ～
①観閲行進（11 日 13:00 ～）
②航空機展示（YS-11 やヘリコプターなど多数）
③フライトショー
④ダンスアトラクション
⑤お化け屋敷
⑥女子バスケ・柔道招待試合

⑦子供も OK ‼ミニカー運転体験
⑧ヘリコプター遊覧飛行（有料）
⑨キャビンアテンダントカフェ
⑩ミスターレディ（女装）コンテスト
⑪よく飛ぶ飛行機教室
⑫オープンキャンパス（11 日 10:00 ～）

10/11（土）・12（日）
9:00 ～ 16:00

12 日はのと里山空港
「空の日フェスタ」同時開催

問日本航空学園能登空港キャンパス　☎２６－２２５５
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日　時　10 月 11 日（土）　開場 14:30　開演 15:00
会　場　輪島市文化会館大ホール

【全席自由】チケットは輪島市文化会館・ファミィほかで販売中。
一般 3,000 円（当日 3,500 円）　高校生以下 500 円（当日 1,000 円）
☆本公演の魅力
　本公演の指揮者、アロンドラ・デ・ラ・パーラ氏は、「美貌のマ
エストラ」として世界各国の女性誌の表紙を飾るなど、指揮界の若
きスターとして知られています。指揮の腕前も、世界三大テノール
のプラシド・ドミンゴ氏より、「全くもって驚異の指揮者」との絶
賛を受けています。
　チャールズ・ナイデック氏は、世界的なクラリネット奏者である
一方、2000 年にコープランドのクラリネット協奏曲の初稿を復元
して世界初録音を行うなど、オリジナル版の復元・演奏作業にも力
を入れています。本公演ではそのクラリネット協奏曲を直に聴くこ
とができます。	
　そのほか、近年ベートーヴェンの交響曲の中でも随一の人気を誇
る交響曲第 7 番（最近は「ベト 7」とも呼ばれます）の演奏も聴き
どころです。

オーケストラ・アンサンブル金沢 輪島公演

日　時　10 月 4 日（土）　開場 14:30　開演 15:00
会　場　輪島市文化会館大ホール

【全席自由】チケットは輪島市文化会館・ファミィほかで販売中。
一般 1,000 円（当日 1,100 円）　高校生以下 500 円（当日 600 円）
※未就学児入場不可。当日は、無料託児室を設置予定です。
☆無料サクソフォンクリニックの開催
　10 月 5 日（日）9:00 ～ 11:00　輪島市文化会館
　公演の翌日、出演者の皆様による無料サクソフォンクリニック
を開催いたします。
　お申し込み・お問い合せは文化課まで。

三井住友海上文化財団派遣コンサート  トルヴェール・クヮルテット

©Masanori Doi

会場 内容 10/27
（月）

11/1
（土）

11/2
（日）

11/3
（月・祝）

11/4
（火）

11/5
（水） 会場・時間

門前

菊花展 ○ ○ ○ ○ ○ 大本山總持寺祖院回廊　8:00 ～ 17:00
作品展 ○ ○ ○ 門前東小学校体育館　9:00 ～ 17:00（11/3 は 16:00）
お茶席（第 1 会場） ○ ○ 門前東小学校体育館　9:00 ～ 17:00（11/3 は 15:30）
お茶席（第 2 会場） ○ 禅の里交流館  旧酒井邸　9:00 ～ 16:00
芸能発表 ○ 門前会館 3 階ホール　13:30 ～

輪島

市民短歌大会 ○ 輪島前神社社務所　13:30 ～
作品展 ○ ○ ○ 文化会館・輪島公民館　9:00 ～ 17:00（11/3 は 16:00）
芸能祭 ○ 文化会館大ホール　13:30 ～ 16:00
工芸展（協賛）

「第 20 回記念
飛翔する輪島の漆芸
作家たち」

○ ○ ○ 輪島漆芸美術館展示室　9:00 ～ 17:00（入館 16:30 まで）
11/1 ～ 11/3 の 3 日間は特別無料開放

生け花展 ○ ○ 輪島漆芸美術館講義室　9:00 ～ 17:00（11/3 は 16:30）
お茶会 ○ ふれあい健康センター 3 階　9:00 ～ 16:00
音楽祭 ○ 文化会館大ホール　13:30 ～
市民俳句大会 ○ 文化会館 5 階会議室　13:30 ～ 16:00
市民段駄羅大会 ○ 輪島前神社社務所　18:30 ～

第 9 回 輪島市民文化祭「あいの風」

問教文化課　☎２２－７６６６
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10 月 3 日（金）オープン！
第 20 回記念　飛翔する輪島の漆芸作家たち
　20 回の節目を記念して、
公募展で活躍する輪島の漆
芸作家たちの代表作が一堂
に展示されます。併催のテー
マ展では、それぞれの思い
を込めた作品を、作者の言
葉と共にご紹介します。飛
翔を続ける作家たちの姿を
ご覧ください。

第 4 回漆文化セミナー
「中世能登における漆器生産について

　　　　―七尾城跡シッケ地区の分析を中心に―」
　日本を代表する木製品研究者、久田正弘氏をお
迎えします。
日　時　10 月 26 日（日）13:30 ～ 15:00
講　師　久田正弘氏
　　　　（公益財団法人石川県埋蔵文化財センター主幹）
会　場　講義室　＊予約不要・受講無料

飛翔する輪島の漆芸作家たち スペシャルトーク
「素材の声を聴く―作家・小森邦衞の信念―」

日　時　11 月 9 日（日）13:30 ～ 15:00
講　師　小森邦衞氏（重要無形文化財「髹漆」保持者）
会　場　講義室・展示室　＊要入館券

おわん組合ゆるサミット＆マルシェ in 輪島漆芸美術館
日　時　10 月 4 日（土）12:00 ～ 16:00
会　場　エントランスホール・漆の里広場
　「わんじま」、山中温泉「お
わんさん」、岩手県「わんこきょ
うだい」のキャラクターユニッ
ト「おわん組合」が輪島に初
集合！握手・撮影会などを開
催します。併せて、広場では
飲食品・雑貨を販売する楽し
いマーケットを実施。ぜひ美
術館へ遊びに来てください！

かがやきナイトミュージアム
オープニング・ピアノコンサート
日　時　10 月 31 日（金）17:00 ～　
会　場　エントランスホール・輪島市漆の里広場
太陽光発電 LED による屋外イルミネーション
期　間　10 月 31 日（金）～ 3 月 31 日（火）
　　　　＊入場無料
期間中毎土曜日は開館時間を 19:00 まで延長！

輪島市民文化祭「あいの風」協賛　特別無料開放
期　間　11 月 1 日（土）～ 3 日（月・祝）
　　　　＊ 11 月 1 日（土）は 19:00 まで開館

輪島市いけばな協会花展
会　期　11 月 2 日（日）・3 日（月・祝）
会　場　講義室
主　催　輪島市いけばな協会　＊入場無料

 “ 世界で唯一の漆芸専門美術館 ”

石川県輪島漆芸美術館
☎２２－９７８８
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

開館時間 9 時～ 17 時（入館は閉館時間の 30 分前まで）　10 月の休館日 ：1 日（水）、2 日（木）
入館料 一般 620 円、高校生・大学生 310 円、小中学生 150 円　※市内の小中学生、高校生は入館無料

「つきのひかり」木谷陽子 作
2013 年第 45 回日展【特選】

広
告
欄（有） ボディショップ小林

　穴水町川島　☎０７６８－５２－１２５８
　　　　　　　FAX０７６８－５２－０１００

鈑金・塗装

新車・中古車販売・車検

自動車保険
　 車のことなら全てお任せください！

キズ・ヘコみ！
リサイクルパーツを活用し、
ご満足いただける仕上がりと低価格！

見積り無料！

　市内各小学校から応募のあった作品を全て展示し
ます。
期　間　10 月 19 日（日）～ 21 日（火）
　　　　9:00 ～ 16:30（最終日は 15:00 まで）
会　場　石川県輪島漆芸美術館　講義室

表彰式　10 月 19 日（日）
　　　　　9:30 ～　受付
　　　　10:00 ～　ミニコンサート
　　　　10:30 ～　表彰式
　　　　表彰式終了後にイベントを企画しています。

第 13 回　MOA 美術館輪島児童作品展
問 MOA 輪島センター　☎２２－９１４０
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すず農林漁業まつり
　日時：10月18日（土）9:00～16:00、19日（日）9:00～15:00
　場所：蛸島漁港
　魚や野菜の即売や能登牛のバーベキューコーナーなどさ
まざまなイベントを準備していますのでみなさんぜひお越
しください。（珠洲きのこまつりも同時開催）

問 JA すずし営農販売課　☎ 0768-82-7505

全国凧あげ能登大会
　日時：10月19日（日）9:00～
　会場：柳田植物公園
　全国から凧の名手が集結。当日の参加も可能です。
きのこ祭りも同日開催。

牛＆ワインまつり
　日時：10月4日(土)　10:00～15:00
　場所：能登ワイン駐車場
　10月31日まで開催中の、穴水まいもんまつり”秋の陣”牛
まつりの特別イベントです。爽やかな秋の風を感じなが
ら、絶品のお肉味わってみませんか。

問穴水町観光物産協会　☎ 0768-52-0300

穴
水
町

能
登
町

珠
洲
市

広
告
欄

職員募集‼（経験者優遇、未経験者歓迎）

『石川県精育園』
『青山彩光苑穴水ライフサポートセンター』

　　　　　　　　☎ 0767-57-3309　西村・繰納

社会福祉法人 徳充会

サービス付き高齢者住宅「ローレルハイツ恵寿」
恵寿総合病院横 平成 27 年 3 月オープン‼　☎ 0767-52-0223 内田

くわしくはホームページを‼　徳充会　☞　検索

もんぜん文化村セミナーハウス
輪島市門前町腰細 9-29　☎４５－１９１６

開館時間 ：9 時～ 17 時　休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）

輪島市櫛比の庄禅の里交流館
輪島市門前町走出 6-10　☎４２－３５５０

開館時間 9 時～ 17 時    ／   休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）

墨絵　二人展
会　期　11 月 3 日（月・祝）まで 
　田中一博氏と神崎源一氏、門前で活動され
ている両氏による墨絵展を開催します。色
紙や掛け軸など 40 点余りの作品を展示予定
です。

第 20 回 児童生徒きりえ作品展

期　間　10 月 1 日（水）～ 26 日（日）　※休館日を除く
　　　　9:00 ～ 17:00
会　場　もんぜん文化村ギャラリー
入場料　無料

　市内外の小中学生が制作し
た個性あふれるきりえ作品を
ぜひご鑑賞ください。
20 回目の開催を記念し、こ
れまでの最優秀作品もあわせ
て展示します。

第 19 回展　優秀賞

七尾特別支援学校輪島分校文化祭 
日　時　10 月 19 日（日）9:30 ～ 13:30 
場　所　輪島分校体育館　門前町平 1 の 32 番地
内　容　劇・学習発表、分校太鼓、大正琴、分校ソーラン、バザー、
　　　　作業製品販売、模擬店など 
問七尾特別支援学校輪島分校　☎４２－３１２１
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く
ら
し

行
政
相
談
週
間

　

総
務
省
で
は
、10
月
20
日
（
月
）

～
26
日
（
日
）
を
「
行
政
相
談
週

間
」
と
し
、
行
政
相
談
制
度
の
利

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
の
受
付
は
、
次
の
行

政
相
談
委
員
、
石
川
行
政
評
価
事

務
所
で
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
方

法
を
問
わ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
行
政
相
談
委
員

　

引
持　

康
子
さ
ん（
別
所
谷
町
）

　

☎
（
22
）
０
９
９
２

　

皆
戸　

秀
継
さ
ん
（
鈴
屋
）　

　

☎
（
32
）
０
３
４
５

　

盤
若　

尚
さ
ん
（
浦
上
）

　

☎
（
42
）
０
５
１
９

問
総
務
省
石
川
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夜
間

（
17
時
30
分
～
翌
日
8
時
30
分
）
は

留
守
番
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

FAX
０
７
６

－

２
２
２

－

５
２
３
３

河
川
で
サ
ケ
を
捕
ら
な
い
で

　

河
川
で
の
「
サ
ケ
（
鮭
）
」
の

採
捕
は
、
水
産
資
源
保
護
法
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
が

河
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
県
民

の
皆
さ
ま
が
き
れ
い
な
河
川
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て

き
た
結
果
で
す
。
北
の
海
か
ら
長

い
旅
を
経
て
、
産
卵
の
た
め
に
生

ま
れ
た
河
川
に
戻
っ
て
き
た
貴
重

な
サ
ケ
で
す
か
ら
、
採
捕
せ
ず
温

か
く
見
守
り
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
石
川
県
農
林
水
産
部
水
産
課

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
６
５
２

輪
島
市
戦
没
者
慰
霊
式

　

ご
遺
族
、
戦
没
者
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

日
時

　

10
月
7
日
（
火
）
10
時
よ
り

会
場

　

文
化
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

問
市
福
祉
課

　

☎
（
23
）
１
１
６
１

能
登
半
島
地
震
復
興
基
金

　
（
財
）
能
登
半
島
地
震
復
興
基

金
で
は
、
能
登
の
交
流
人
口
拡
大

や
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成
な
ど
の

取
組
み
を
対
象
に
、
平
成
27
年
度

事
業
を
募
集
し
て
お
り
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

日
時
・
会
場

10
月
16
日
（
木
）

　

10
時
30
分
～

　

石
川
県
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

　
（
能
登
空
港
） 

41
会
議
室

　

14
時
～

　

石
川
県
中
能
登
総
合
事
務
所
会

　

議
室
（
七
尾
市
）

10
月
17
日
（
金
）

　

14
時
～

　

石
川
県
庁
１
４
０
７
会
議
室

※
参
加
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金

　
（
石
川
県
地
域
振
興
課
内
） 

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
３
１
７

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.n

o
t

o
-

fukkoukikin.jp 

「
い
し
か
わ
景
観
総
合
計
画
」

住
民
説
明
会

　

石
川
県
で
は
、
美
し
い
風
景
が

今
で
も
残
る
能
登
沿
岸
部
を
周
遊

す
る
幹
線
道
路
沿
線
の
景
観
を
守

る
た
め
「
い
し
か
わ
景
観
総
合
計

画
」
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

輪
島
市
内
に
お
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
く
特
別
エ
リ
ア
（
地
域
）

の
追
加
指
定
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

☆
奥
能
登
地
区
説
明
会

日
時

　

10
月
5
日
（
日
）
10
時
～
11
時

会
場

　

輪
島
市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
市
都
市
整
備
課

　

☎
（
23
）
１
１
５
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

相
続
・
遺
言
・
契
約
・
会
社
設

立
・
各
種
許
可
申
請
の
手
続
等
、

様
々
な
相
談
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

①
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

　

10
月
3
日
（
金
）
～
5
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

☎
０
７
６

－

２
６
８

－

９
１
１
０

②
面
談
に
よ
る
無
料
相
談

　

10
月
5
日
（
日
）

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
フ
ァ

ミ
ィ
1
階
特
設
広
場

問
石
川
県
行
政
書
士
会

☎
０
７
６

－

２
６
８

－

９
５
５
５

行
列
が
で
き
る
無
料
相
談
会

　

近
年
は
年
金
・
雇
用
・
相
続
・

多
重
債
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
法
律
事
務

系
10
士
業
団
体
の
専
門
家
が
、
知

恵
を
集
め
て
皆
様
の
問
題
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
今
月
の
納
税
等
　
納
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

　
　
　
市
県
民
税
（
第
3
期
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
7
期
）、
介
護
保
険
料
（
第
4
期
）、

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
7
期
）

広
告
欄

株式会社　辻　組 輪島市小伊勢町下午房河原 77 番地 2
TEL 0768-22-0126　 FAX 0768-22-8266

お墓の新築・リフォーム

●お墓の新築工事 他　お墓の工事全般

　お墓の工事担当 泉 TEL 090-6271-5137

家屋の解体工事、各種土木・建築工事

●家屋の解体工事 他　土木・建築工事全般
　土木・建築工事担当 中

ナ カ ダ チ

刀 TEL 090-3766-7902

各種工事のご相談を賜ります。お待ちしておりますのでお気軽にお電話ください。
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日
時

　

10
月
25
日
（
土
）
10
時
～
16
時

会
場

　

め
い
て
つ
エ
ム
ザ　

レ
ス
ト
ア

　

ベ
ニ
ュ
ー
1
階
特
設
会
場

　
（
金
沢
市
武
蔵
町
15
番
1
号
）

参
加
団
体

　

公
認
会
計
士
・
社
会
保
険
労
務

士
・
弁
理
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・

弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
税

理
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・

中
小
企
業
診
断
士

問
石
川
県
行
政
書
士
会（
幹
事
会
）

☎
０
７
６

－

２
６
８

－

９
５
５
５

募
集

国
有
財
産
の
売
却

　

国
有
財
産
の
売
却
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
入
札
を
行
い
ま
す
。

物
件
概
要

　

輪
島
崎
町
4
部
１
０
６
番

　

宅
地
３
６
５
・
４
８
㎡

　
（
建
物
付
き
）

最
低
売
却
価
格

　

１
８
３
０
万
円

受
付
期
間

　

10
月
1
日
（
水
）
～
15
日
（
水
）

開
札
日

　

10
月
29
日
（
水
）

　

物
件
お
よ
び
入
札
に
関
す
る
概

要
は
北
陸
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://hokuriku.m
of.go.jp/

kokuyuu/kokuyuu_baikyaku.
htm

l

問
北
陸
財
務
局

☎
０
７
６

－

２
９
２

－

７
８
７
５

無料相談
■市民相談
輪島市役所
3 階大会議室

総合
14 日㊋　10:00 ～ 15:00
問市市民課  ☎ 23-1131

門前総合支所
1 階会議室

総合
15 日㊌　9:30 ～ 12:00
問門地域振興課  ☎ 42-8720
　門地域生活課  ☎ 42-9916

町野公民館
2 階研修室

行政
21 日㊋　10:00 ～ 12:00
問市総務課  ☎ 23-1111

南志見公民館 行政
今月はお休みです
問市総務課  ☎ 23-1111

■教育相談
■輪島市教育相談室　☎ 23-1173

■行政相談
　県政に対する意見、要望、苦情な
　どを受けています。

■行政相談室　☎ 26-2303

■多重債務相談（石川県司法書士会）
■電話無料相談 　
　時間　平日 10 時～ 16 時
　☎ 076（292）8133

■弁護士相談（要予約）
　日時　10 月 20 日㊊　13 時～

場所　輪島市ふれあい健康センター
問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

■カウンセラーによる相談（要予約）
輪島ふれあい
健康センター

3 日㊎、10 日㊎、17 日㊎、24 日㊎、
31 日㊎　9:30 ～ 12:00

問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

やすらぎの杜（新火葬場）休業日
今月の休業日はありません
☎ 23-4194

補聴器（出張点検）
輪島市役所
1 階中会議室

10 月  7 日㊋　10:00 ～ 11:30
14 日㊋　14:00 ～ 16:00
22 日㊌　10:00 ～ 15:00

門前総合支所 10 月  6 日㊊　14:00 ～ 15:30
24 日㊎　10:00 ～ 12:00

町野支所 10 月  7 日㊋　14:00 ～ 14:30

広
告
欄

◆秋の全市美化清掃週間
　10 月 24 日（金）から 31 日（金）は全市美化清掃週間です。皆さんで
美しい街づくりにご協力お願いします。
　☆一斉清掃　10 月 30 日（木）9:00 ～　※予備日 31 日（金）
※作業開始前に、開会式を市役所前三角州駐車場で行います。

環境通信 問市環境対策課　☎２３－１８５３
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～ 新 刊 の ご 案 内 ～
神様の裏の顔　　　　　　　　　藤崎　翔
賢帝と逆臣と　小説・三藩の乱　小前　亮
こぼれ落ちて季節は　　　　　加藤　千恵

「生命力」の行方　　　　　　平野　啓一郎
傲慢な婚活　　　　　　　　嶽本　野ばら
魔術師の視線　　　　　　　　本多　幸好
きょうのできごと、 十年後　　柴崎　友香
湖底の城　呉越春秋５　　　宮城谷　昌光
エデンの果ての家　　　　　　　桂　望実
侵入者　自称小説家　　　　　　折原　一
復活祭　　　　　　　　　　　　馳　星周
ほんとうの花を見せにきた　　桜庭　一樹
ふたつのしるし　　　　　　　宮下　奈都
ライツ・オン！　　　　　　　土橋　章宏
下手に居丈高　　　　　　　　西村　賢太
シャボン玉、日本の迷走の過ち再び　 野坂　昭如
ラストレター　　　　　　　さだ　まさし
杖ことば　　　　　　　　　　五木　寛之
いつか、 あなたも　　　　　　久部坂　羊
笹の舟で海をわたる　　　　　角田　光代

ほか多数

図 書館へ行こう！

図書館 開館時間 休館日
輪島市立図書館

☎ 22-2926

９：３０～１８：００
土日・月曜の祝日：
９：３０～１７：００

毎週木曜日、祝日
（月曜日を除く）

門前図書館
☎ 42-0129

９：３０～１８：００
土日：９：３０～１７：００

毎週月曜日、祝日
毎月第 4 木曜日

町野分館
☎ 32-0316

８：３０～１７：００
土：１３：００～１７：００ 毎週日、月、祝日

　　http://www.city.wajima.ishikawa.jp/lib.htm
◎インターネットや携帯電話などで本の予約ができます。
　事前にパスワードの登録が必要です。

HP

■輪島市３図書館合同企画

●わじまどくしょスタンプラリー
　10 月 1 日（水）～ 11 月 30 日（日）
　○スタンプカードは市立図書館・門前図書館・
　　町野分館にあります。
　○図書館の本を 30 冊読んでスタンプラリーを
　　された方に、もれなくプレゼントを差し上げ
　　ます。（雑誌・コミック・CD・DVD・VHS は
　　除きます。）
　○参加できるのは、小学生までです。

■輪島市立図書館の催し

●ブックツリーを作ろう！
　葉っぱにおすすめの本、子どもたちに読んでほし
い本を書いて、ブックツリーに飾ってみませんか？
　10 月 1 日（水）～ 11 月 30 日（日）
●「石狩市と北前船」蔵書展示
　10 月 1 日（水）～ 11 月 9 日（日）
●読書週間ポスター展
　市内小学生による読書普及と推進をテーマにし
たポスターを展示しますので、ぜひご覧ください。
　10 月 25 日（土）～ 11 月 10 日（月）
●「2014主な文学賞受賞作品」の展示
　10 月 25 日（土）～ 11 月 30 日（日）
●「子どもに読んであげたい『よい絵本』」の展示
　絵本・児童書263冊を展示します。
　10 月 27 日（月）～ 11 月 30 日（日）
●輪島たんぽぽ文庫のおはなし会
　10 月 4 日（土）14:00 ～ 15:00
　対象：幼児・小学生および保護者
●よちよちさんのおはなし会
　10 月 10 日（金）10:30 ～ 11:00
　対象：0 ～ 2 歳児の親子
●さ～くる夢知遊のおはなし会
　10 月 18 日（土）14:00 ～ 15:00
　対象：幼児・小学生および保護者
●読書会
　10 月 19 日（日）13:30 ～ 15:00
　テキスト「孤舟」　渡辺　淳一／著

【予告】11月9日（日）図書館まつり開催

■門前図書館の催し

●「子どもにおすすめの本」の展示
　10月28日（火）～11月9日（日）
●「ふるさと門前川柳」優秀作品展
　小中学生を対象に募集した、ふるさと門前川柳
の中から優秀作品を展示します。
　10月28日（火）～11月9日（日）
●0・1・２おはなし会
　10 月 8 日（水）11:00 ～
　0 ～ 2 歳児の親子・保護者（妊婦さんも）
●むかし昔おはなし会
　10 月 11 日（土）14:00 ～ 15:00
　対象：小学生以上
●古典を楽しむ会
　10 月 16 日（木）14:00 ～ 
　講師：井舟　哲全 氏 
●こぐまグループのおはなし会 
　10 月 19 日（日）14:00 ～ 
　対象：幼児～小学生

■高齢者等図書宅配サービスをご利用ください

　輪島市立図書館では、高齢や障がい等の理由で図書
館や公民館の配本所へ来ることが難しい方に対し、「高
齢者等図書宅配サービス」を実施しています。このサー
ビスを利用すれば、読みたい本をご自宅で受け取るこ
とができます！
　詳しくは、輪島市立図書館または門前図書館までお
問い合わせください。

■開館日変更の試行期間延長（輪島市立図書館）

　輪島市立図書館では、12 月まで月曜開館の試行期
間を延長しています。
　また、月曜日が祝日の場合は開館します。門前図書
館および町野分館の休館日は、今までどおりです。ご
迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします

2014（第 68 回）読書週間「めぐる めぐる 本の世界」

　10 月 27 日（月）から 11 月 9 日（日）
は「読書週間」です。輪島市立図書館
や門前図書館では、ポスター展や本の
展示・貸出などを実施してます。図書
館へぜひお越しください。
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戸籍の窓口戸籍の窓口 平成 26 年 8 月 16 日～平成 26 年 9 月 15 日
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■放射線量率の推移　8/21 ～ 9/20
（単位：毎時マイクロシーベルト）

最小値 最大値
期間平均

期間中 過去 期間中 過去
剱地公民館 0.07 0.05 0.09 0.09 0.08
門前総合支所 0.09 0.06 0.11 0.12 0.10
三井公民館 0.05 0.03 0.07 0.09 0.06

※期間中に計測された数値に異常は認められませんでした。
※測定地点は、剱地公民館・門前総合支所・三井出張所の 3 カ所で地上から１ｍ   
　の高さで測定し、結果を記録しています。

問市防災対策課　☎２３－１１５７

■ 10 月の糖尿病教室カレンダー
8 日㊌ 糖尿病の合併症について

（フットケア） 看護師

15 日㊌ 食事療法について 管理栄養士

22 日㊌ 運動療法について 理学療法士
薬物療法について 薬剤師

29 日㊌ 食事会（12:00 ～ 13:30）
※事前に申し込みが必要 管理栄養士

11/5 日㊌ 糖尿病と検査について 検査技師
※毎週水曜日 14:30 より、第二講義室で開催中
※当院に受診されていない方でも参加できます。
※都合により変更になる場合があります。

今
月
の
表
紙

　

總
持
寺
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院
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催
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日
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ョ
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る
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は
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。

　

寺
院
と
い
う
厳
か
な
空
間
に
ペ
ッ
ト

ボ
タ
ル
の
光
が
並
ぶ
な
か
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
和
太
鼓
演
奏

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
訪
れ
た
多

く
の
人
々
の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

◆ 40㎥級耐震性貯水槽新設工事　山岸町地区／山岸町
◆広岡住宅集会所耐震改修工事／門前町広岡
◆平成 26 年度 道整備交付金 市道市ノ坂３号線外２路線 測量業務委託／三井町市ノ坂
◆平成 26 年度 防災 ･ 安全交付金 市道 鳳来鴨ヶ浦線 道路安全施設 環境影響調査等業務

／輪島崎町
◆平成 26 年度（仮称）まがきトンネル残土処分場整備工事（２工区）その２／門前町和田

入札結果 500 万円以上
平成26年8月11日～平成26年9月10日

778 万円
907 万円
664 万円
680 万円

815 万円

㈱新出組
㈱田浦工務店
㈱利水社
㈱国土開発ｾﾝﾀｰ

宮下建設㈱
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人口と世帯
（9 月 1 日現在）

8 月 出生 死亡 転入 転出
男 3 16 24 28
女 6 16 21 20

合計 9 32 45 48

人　　口　29,574人 （－ 25 人）

　　　　　　　　　　 男 13,962 人　（－ 16 人）
　　　　　　　　　　 女 15,612 人　（－ 9 人）

（前月比）

世帯数　12,903世帯 （+4 世帯）

（前月比）

　

門
木　

芹せ

り

な菜
ち
ゃ
ん

　

舟
木　

啓け

い

ご悟
く
ん

初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？
11 月号（11 月に１歳になるお子さんを対象）に掲載をご希望の方は、10 月 10 日（金）までに 50 字程度の原稿とお写真（裏面に名前と性別を記入）

を企画課までご提出ください。提出期限を過ぎた場合は掲載できません。また写真等をお持ちでなくても、事前にご連絡の上、企画課までお越しいただ
ければ当方で撮影いたします。なお、提供していただいた写真は返却できません。※写真はお子さんの顔全体が写っているものお選びください。

10 月 17 日生まれ【山岸町】

　パパ一真さん　ママ扶美さん

こんにちはけいごです。好きな
ものは積み木、スイッチ、お散歩
です。早く一人であんよができる
ようになりたいな～。

10 月 21 日生まれ【鳳至町】

　パパ始さん　ママ奈津希さん

はじめましてせりなです＼(^o^)／
兄姉に囲まれ楽しく過ごしてま
す。早く歩けるようになってお散
歩したいな～ (̂ з )̂/

　

中
村　

朱あ

か

り里
ち
ゃ
ん

10 月 24 日生まれ【輪島崎町】

　パパ昌平さん　ママ裕子さん

はじめまして！最近上の歯が先
に生えてみんなをびっくりさせ
ちゃったあかりです♡早くあんよ
でお散歩行きたいな♪

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが
大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい
なぁ。

　

山
本　

美み

さ

と里
ち
ゃ
ん

10 月 29 日生まれ【仁行】

　パパ利治さん　ママ浩美さん

こんにちは、みさとです。ちょっ
とだけ天然パーマなのがチャーム
ポイントです。みなさんよろしく
ね。

地域が支え 地域を築く
　　　　　　　　のと里山空港

★毎日 2 往復運航中！（9/24 現在）
羽　田　 ▶ 能　登 ▶　 羽　田

08:55 発　▶ 09:55 着　　10:40 発 ▶　11:45 着
15:00 発　▶ 16:00 着　　16:55 発 ▶　18:00 着


